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位　置　図

新地IC

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

位 置 図

Ｒ７いわき管内舗装補修工事
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図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

平 面 図 （１）
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154.600KP～154.800KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）   -870.0ｍ2

路面標示標準型Ｂ１   　          　　　-200.0ｍ

注意喚起溝工Ａ                   　　　-200.0ｍ

常磐自動車道上り線

常磐自動車道下り線

いわき勿来－１

勿来橋

２　８８



95

75

55

75.29

70
60

80.8

68.14

65.17

52.30

65.96

69.67
60.87

63.76

62.35
64.36

69.62

88.1

88.76

78.53

80.0

93.74

90.88

94.10

85.01

80

89.71

78.27

89.29

73

61.01

69.83

64.48

71.83

51.09

89.3

82.46

101.8 100.4

82.43

80.16

63.94

75.74
67.53

89.87

99.1

105.8

77.55

76.90

72.23
81.11

6

70
67.8

82.2

68.71 69.97 73.58

77.74

84.70

63.91

79.87

80
82.5

60.14

80

74.60

68.8

73.23

68.75

57.36

59.13
50.23

57.1
26.43

51.9

43.75

42.76

29.34

29.08

29.5

29.1
29.3

38.18

47.50

50.8

60

49.30

52.32

51.47
59.03

75

77.1

70

65.98

80.5

65

72.4

75.1

70

60.04

37.77

60.4

58.87
46.15

44.54

34.8

6
0

65

66.8

37.0857.9

58.70

46.0551.0553.41
41.28

58.06

60

66.4

54.41

58.64
56.47

46.21

87.1

KP.190.1 KP.190.2

KP.190.3

KP.190.4

STA.16+36.906
KP.190.5

KP.190.6

KP.190.7

KP.190
.8

13

2
1

20

1
9

18

1
7

1
615

1
4

3.000%

1
9
0
.
42
0
KP
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190.420KP～190.470KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝４cm）   -207.5ｍ2

路面標示標準型Ａ１　　  　      　   -20.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１  　　 　          -50.0ｍ

注意喚起溝工Ａ   　　                -50.0ｍ

190.420KP～190.470KP（追越）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝４cm）   -257.5ｍ2

路面標示標準型Ｂ１   　          　　-50.0ｍ

平 面 図 （２）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

いわき四倉－４
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(202.800KP)

常磐自動車道上り線

常磐自動車道下り線
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201.581KP～201.828KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm） -1037.4ｍ2

路面標示標準型Ｂ１   　          　　-247.0ｍ

路面標示標準型Ｅ１ 　　　　　　　　　-9.2ｍ2

注意喚起溝工Ａ                   　　-247.0ｍ

201.910KP～201.940KP（追越）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）   -133.5ｍ2

路面標示標準型Ａ１　　　　　　　　　　 -12.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１   　         　　　 -30.0ｍ

平 面 図 （３）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

北 迫 川 橋

2
0
1
.
82
8
KP

201.828KP～202.343KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）-2163.0ｍ2

路面標示標準型Ｂ１   　             -515.0ｍ

注意喚起溝工Ａ                      -515.0ｍ
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（201.823KP）

常磐自動車道上り線

常磐自動車道下り線

（201.823KP～202.343KP（走行）)

（切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）   -2163.0ｍ2）

（路面標示標準型Ｂ１   　          　　　-515.0ｍ)

（注意喚起溝工Ａ                   　　　-515.0ｍ)

平 面 図 （４）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（４）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事2
02
.6
00
KP

202.600KP～202.800KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -840.0ｍ2

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）    　         　　  -200.0ｍ

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）              　　       -200.0ｍ

岩　沢　橋 広野－２

2
02
.3
43
KP

202.343KP～202.600KP （走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）   -1079.4ｍ2

路面標示標準型Ｂ１   　         　　　 -257.0ｍ

注意喚起溝工Ａ                  　　　 -257.0ｍ
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00
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202.200KP～202.300KP （走行）

切削オーバーレイ工 HiMA（ｔ＝１５cm）-345.0ｍ2

５／８８
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常磐自動車道上り線

常磐自動車道下り線

（208.937KP）

208.199KP～208.937KP　井出川橋（上り）（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝４cm）（Ｙ）   -3136.5ｍ2

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）   　      　   　 -738.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）    　         　  -738.0ｍ

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                    　 -1476.0ｍ

平 面 図 （５）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社
い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（５）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

井 出 川 橋上ノ原橋 広野－７

６／８８
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（208.199KP～208.937KP　井出川橋（上り）（走行））

（切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝４cm）（Ｙ）-3136.5ｍ2）

（路面標示標準型Ａ２（Ｙ）  　      　 　 -738.0ｍ）

（路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　        　 -738.0ｍ）

（注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                    -1476.0ｍ）

平 面 図 （６）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（６）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

井 出 川 橋 下　奥　海　橋 下奥海水路橋 　奥　海　橋 中　原　南　橋
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239.847KP～240.000KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ） -642.6ｍ2

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）  　      　   　　-153.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　          　　-153.0ｍ

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                   　　-306.0ｍ

239.847KP～240.150KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ） -1212.0ｍ2

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）  　      　   　　-303.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　          　　-303.0ｍ

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）　　　　　　　 　　-40.0ｍ2

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                  　　 -606.0ｍ

平 面 図 （７）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社
い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（７）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

浪江－25 浪江－26 浪江－27 浪江－28

８／８８
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4
8

44.97

45.05

43.80

45.99

45.53

45
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（ビ）

（ビ）

（ビ）

（ビ）

52.75

53.3

78.65

59.45

76.75
72.62

（植）

60

（ビ）

51

(道
)

2.
0%

2.
5%

KP.244.0

KP.244.4 KP.244.5
KP.244.6

平 面 図 （８）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（８）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

2
44
.1
8
2
KP

常磐自動車道下り線

常磐自動車道上り線

2
44
.4
6
2
KP

2
44
.1
8
2
KP

2
44
.4
6
2
KP

244.182KP～244.462KP　片倉高架橋（下り）（走行）

オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝４cm）（Ｙ）     -1405.0ｍ2

レベリング工ＦＢ１３（Ｙ）          　  -116.7ｔ

床版防水工Ｃ１（片倉高架橋）（Ｙ）       -1405.0ｍ2

路面標示標準型Ａ１（Ｙ）　　　　　　　　 -280.0ｍ

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）  　      　     -280.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　            -280.0ｍ

路面切削工Ａ　（Ｙ）                     -105.4ｍ3

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                     -560.0ｍ

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）　　　　　　　　   -28.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）　　　　　　　　   -112.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝６５０ｍｍ）（Ｙ） -28.0基

車線分離標縁石（Ｙ）　　　　　　　　　   -112.0基

244.182KP～244.462KP　片倉高架橋（上り）（走行）

オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝４cm）（Ｙ）    -1542.8ｍ2

レベリング工ＦＢ１３（Ｙ）           　 -128.1ｔ

床版防水工Ｃ１（片倉高架橋）（Ｙ）      -1542.8ｍ2

路面標示標準型Ａ１（Ｙ）　　　　　　　　-280.0ｍ

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）  　      　    -280.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　           -280.0ｍ

路面切削工Ａ　（Ｙ）                    -115.7ｍ3

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                    -560.0ｍ

床版排水処理工Ａ（Ｙ）　　　　　　　　　-5.0箇所

床版排水処理工Ｂ（Ｙ）　　　　　　　　　-24.0ｍ

片 倉 高 架 橋

９／８８
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馬場公会堂
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73.30

南相馬市

1.300% 0.500%

0
.
0%

2.
5%

2.
5%

2.
5%

2.
5%

KP.245.6

STA.264+37.334

KP.245.5

(整地中) (整地中)

KP.245.7
KP.245.8 KP.245.9 KP.246.0 KP.246.1 KP.246.2

常磐自動車道下り線

常磐自動車道上り線

2
4
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1
1
KP

2
4
6
.1
6
6
KP

2
4
6
.1
1
1
KP

2
4
6
.1
6
6
KP

246.111KP～246.166KP　笹部川橋（下り）（走行）

オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝４cm）（Ｙ）    -261.1ｍ2

レベリング工ＦＢ１３（Ｙ）          　 -21.7ｔ

床版防水工Ｃ１（笹部川橋）（Ｙ）        -261.1ｍ2

路面切削工Ａ（Ｙ）                      -19.6ｍ3

路面標示標準型Ａ１（Ｙ）　　　　　　　　-55.0ｍ

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）  　      　    -55.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　           -55.0ｍ

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                    -110.0ｍ

床版排水処理工Ａ（Ｙ）　　　　　　　　　-1.0箇所

床版排水処理工Ｂ（Ｙ）                  -3.0ｍ

車線分離標撤去Ａ（Ｙ） 　　　　　　　　 -5.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ） 　　　　　　　　 -22.0基

車線分離標ポール（H=650ｍｍ）（Ｙ） 　　-5.0基

車線分離標縁石（Ｙ）　　　　　          -22.0基

平 面 図 （９）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（９）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

246.111KP～246.166KP　笹部川橋（上り）（走行）

オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝４cm）（Ｙ）    -288.8ｍ2

レベリング工ＦＢ１３（Ｙ）           　-24.0ｔ

床版防水工Ｃ１（笹部川橋）（Ｙ）        -288.8ｍ2

路面切削工Ａ（Ｙ）                      -21.7ｍ3

路面標示標準型Ａ１（Ｙ）　　　　　　　　-55.0ｍ

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）  　      　    -55.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　           -55.0ｍ

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                    -110.0ｍ

笹 部 川 橋
浪江－41

浪江－40

浪江－39

１０／８８



常磐自動車道上り線

2.220%

1.600%
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南相馬市

鹿島区

小山田

KP.255.9

STA.368+37.320

KP.256.6

KP.256.5

KP.256.4
KP.256.3

KP.256.2
KP.256.1

KP.256.0

3
7
6

常磐自動車道下り線

2
5
6
.
4
0
0
KP

256.400KP～256.800KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -1740.0ｍ2

路面標示標準型Ａ１（Ｙ）  　  　    　　　   -160.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　  　    　　    -400.0ｍ

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）           　    　　    -400.0ｍ

薄層舗装工Ｃ（Ｙ） 　　　　　　　　　　　　　-18.0ｍ2

(256.800KP)

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１０）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

平 面 図 （１０）
１１　８８



常磐自動車道上り線

3
7
6

55

5 5

51.32

60.857.5

59.91
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常磐自動車道下り線

2
5
6
.
8
0
0
KP

（256.400KP～256.800KP（走行））

（切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -1740.0ｍ2)

（路面標示標準型Ａ１（Ｙ）  　    　 　　 　   -160.0ｍ)

(路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　    　　　      -400.0ｍ)

(注意喚起溝工Ａ（Ｙ）             　　　      -400.0ｍ)

（薄層舗装工Ｃ（Ｙ）               　　  　    -18.0ｍ2)

(256.400KP)

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１１）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

平 面 図 （１１）
１２　８８



宗兵衛溜池

55
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2.
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24

4
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4
2 9

4
30

4
31

4
3 2

相馬市

富沢

KP.261.5

STA.424+37.32
0

KP.262.2
KP.262.1KP.262.0KP.261.9KP.261.8

KP.261.7
KP.261.6

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１２）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

平 面 図 （１２）
南相馬－35 南相馬－37 南相馬－38南相馬－36

2
6
1
.7
0
0
KP

2
6
1
.8
0
0
KP

261.700KP～261.800KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -405.0ｍ2

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）  　　　      　　   -100.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　　　      　    -100.0ｍ

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）　　　　　　　　　　 -15.0ｍ2

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）       　　       　     -200.0ｍ

薄層舗装工Ｃ（Ｙ）　　　　　　　　　　　　　 -12.0ｍ2

2
6
1
.7
0
0
KP

2
6
1
.8
0
0
KP

261.700KP～261.800KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -435.0ｍ2

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）  　　　      　　   -100.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　　　   　       -100.0ｍ

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）　　　　　　　　　　 -15.0ｍ2

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）      　　     　        -200.0ｍ

常磐自動車道上り線

常磐自動車道下り線

１３　８８
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坪田

STA.440+37.320

KP.263.1

KP.263.8

KP.263.7

KP.263.6
KP.263.5

KP.263.4KP.263.3
KP.263.2

常磐自動車道下り線

常磐自動車道上り線

2
6
3
.4
9
0
KP

2
6
3
.6
5
0
KP

（264.150KP）

2
6
3
.6
5
0
KP

263.490KP～263.650KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -696.0ｍ2

路面標示標準型Ａ１（Ｙ）  　      　   　　　-64.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　          　　　-160.0ｍ

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                  　　　 -160.0ｍ

263.650KP～264.150KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）   -2175.0ｍ2

路面標示標準型Ａ１  　      　   　　　-200.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１   　          　　　-500.0ｍ

注意喚起溝工Ａ                  　　　 -500.0ｍ

平 面 図 （１３）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１３）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

金草跨道橋 南相馬－41南相馬－40南相馬－39

１４／８８



2.580%
0.650%

2.580%
0.650%

2.
5%

2.
5%

2.
0%

28.4

33.2

32.8

32.07

33.22

33.66

33.1

33.06

36.0
43.9

42.72

44.3　

43.2

44.2

42.76

42.30

44.12

41.79

40.9

41.3

32.3

32.54

33.14

32.02

31.3

43.30
43.72

34.36

34.6

30.78

30.50

32.5

30.71

30.72

30.32

29.6

29.7

今　田　前

24.7

28.12

30.89
31.73

30.51

30.2
27.02

29.5

29.9

中
野
２
号
用
水
路

中
 
野

 
１

 
号

 
用

 
水

 
路

25.9

26.4

26.43

27.68

中
 野

 １
 号

 用
 水

 路

西　　原

44

(牧)

40

42.1

43

4
0

45

31

32

30

26.
0

原

31.131.9

原
市道中部469号線

29.7

42.2

32.6

31.05

30.1

44.6

44
8

44
9

4
5
0

4
5
1

4
5
2 4
5
3 45

4

45
5

4
5
6

相馬市

坪田

相馬市
今田

KP.263.9

STA.448+37.320
KP.264.6

KP.264.5KP.264.4KP.264.3KP.264.2KP.264.1
KP.264.0

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１４）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

常磐自動車道下り線

常磐自動車道上り線

2
6
4
.
4
5
0
KP

（263.650KP）

（263.650KP～264.150KP（走行））

（切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）   -2175.0ｍ2）

（路面標示標準型Ａ１  　      　   　　　-200.0ｍ）

（路面標示標準型Ｂ１   　         　　　 -500.0ｍ）

（注意喚起溝工Ａ                  　　　 -500.0ｍ）

平 面 図 （１４）

2
6
4
.
1
5
0
KP

264.150KP～264.450KP（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -1305.0ｍ2

路面標示標準型Ａ１（Ｙ）  　      　   　　　-120.0ｍ

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　       　　　   -300.0ｍ

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）                 　　　  -300.0ｍ

南相馬－42 南相馬－44南相馬－43 南相馬－45

１５／８８



D
5
65

D
3
70

D370MP～D565MP（Dランプ）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -1374.8ｍ2

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　          　　　-390.0ｍ

C
2
80

C
3
90

C280MP～C390MP（Cランプ）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -770.0ｍ2

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　          　　　-220.0ｍ

平 面 図 （１５）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１５）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

い わ き 橋

内
　

郷
 
橋

いわき湯本－17 いわき湯本－18

A506MP～A706MP（Aランプ）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -1400.0ｍ2

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　          　　　-400.0ｍ

A
5
06

A
7
06

いわき湯本－16

常磐自動車道上り線

常磐自動車道下り線

１６／８８



いわき市

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１６）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

磐越自動車道下り線

平 面 図 （１６）
白 狐 橋

磐越自動車道上り線

2.781KP～2.980KP　白狐橋（下り）（走行）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝４cm）     　　 -895.5ｍ2

路面標示標準型Ａ１　　　 　　　　　　　　　 -79.6ｍ

路面標示標準型Ｂ１　　   　　　　　　　　　 -199.0ｍ

注意喚起溝工Ａ　　　　　   　　　　　　 　　-199.0ｍ

2
.
7
8
1
K
P

2
.
98
0
KP

１７　８８



E10

E145

E200

E229

平 面 図 （１７）

E200MP～E229MP（Eランプ）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -219.0ｍ2

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　　　　          -58.0ｍ

路面標示標準型Ｄ２（Ｙ）   　  　　　        -3.6ｍ2

路面標示標準型Ｅ１（Ｙ）　　　　　　　　　　 -4.6ｍ2

E10MP～E145MP（Eランプ）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ） -1366.0ｍ2

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ） 　　  　          -270.0ｍ

路面標示標準型Ｅ１（Ｙ）　　　　　　　 　　-9.2ｍ2

薄層舗装工Ａ（Ｙ）　　　　　　　　　　　　 -12.6ｍ2

薄層舗装工Ｂ（Ｙ）　　　　　　　　　　　　 -5.4ｍ2

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１７）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

C30MP～C70MP（Ａ・Ｃランプ）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）-382.0ｍ2

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　        　   -40.0ｍ

C30

C70

D30

D90

D30MP～D90MP（Ｂ・Ｄランプ）

切削オーバーレイ工ＫⅡ（ｔ＝１０cm）（Ｙ）   -528.0ｍ2

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）   　                -60.0ｍ

いわき西橋

駅
 
橋

磐越自動車道上り線

磐越自動車道下り線

※ランプ部面積：変化点があるため、面積はCAD求積値

１８／８８



平 面 図 （１８）

仁井田川橋

1
84
.9
90
KP

1
85
.0
82
KP

184.990KP～185.082KP（ＰＡ）

切削オーバーレイ工Ｐ（ｔ＝１０cm）　 　 -977.0ｍ2

路面標示標準型Ａ１　　　　　　　  　　　-643.6ｍ

セメントミルク注入工Ａ　　　　　　　　　-977.0ｍ2

1
84
.9
90
KP

1
85
.0
82
KP

184.990KP～185.082KP（ＰＡ）

切削オーバーレイ工Ｐ（ｔ＝１０cm）　    -958.2ｍ2

路面標示標準型Ａ１　　　　　　　  　　　-639.3ｍ

セメントミルク注入工Ａ　　　　　　　　　-958.2ｍ2

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１８）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

常磐自動車道上り線

常磐自動車道下り線

3
4
1

3
40

3
3
9

3
3
83
3
7

3
36

3
3
5

3
3
4

3
3
3

43

R=500

R=∞R=600

5

2

1

R=1600

R=1000

R=800

１９　８８



衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP203.724～KP203.734 Ｌ＝10.0ｍ

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP203.734～KP203.739 Ｌ＝5.12ｍ

KP203.724

①工区始点 

（KP203.739～KP204.523）

（車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）Ｌ＝784.0ｍ）

平 面 図（１９）

203.724KP～206.048KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）  　  　　　 -2330.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）      　　　 -6.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）   　　　　　　-8.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）   -2.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）         　　　　　      -57.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）         　　　　　    -233.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）         　　　　　    -932.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）       　　　　　    -697.2ｍ2

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（１９）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

山 田 川 橋

２０／８８



KP203.739～KP204.523

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）Ｌ＝784.0ｍ

KP204.505～KP205.284

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP204.523～KP204.528 Ｌ＝5.12ｍ

ＬＤ－Ｄ４ ４スパンラップ Ｌ＝16.0ｍ

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）Ｌ＝779.0ｍ

2.0ｍ

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所
KP204.500～KP204.505 Ｌ＝5.12ｍ

（203.724KP～206.048KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）  　   　　　 -2330.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）    　　　　  -6.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ） 　　　　　     -8.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）    -2.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）             　　　　　   -57.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）      　　　　　        -233.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）         　　　　　     -932.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）        　　　　　    -697.2ｍ2）

非常回転場等開口部

Ｌ＝56.0ｍ
KP204.095～KP204.151

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２０）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

広野－3
平 面 図（２０）

２１／８８



（KP204.505～KP205.284）

（車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）Ｌ＝779.0ｍ）

KP205.266～KP206.033

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP205.284～KP205.289 Ｌ＝5.12ｍ

ＬＤ－Ｄ４ ４スパンラップ Ｌ＝16.0ｍ

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）Ｌ＝767.0ｍ

2.0ｍ

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所
KP205.261～KP205.266 Ｌ＝5.12ｍ

平 面 図（２１）
（203.724KP～206.048KP（中分））

（車線区分柵区分工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）  　   　　-2330.0ｍ）

（車線区分柵区分工ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）       　　-6.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）   　　　　　-8.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ） -2.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）             　　　　　-57.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）           　　　　　-233.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）           　　　　　-932.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）         　　　　　-697.2ｍ2）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２１）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

広野－4 広野－5 広野－6

２２／８８



平 面 図（２２）

（203.724KP～206.048KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ） 　　　　　  -2330.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）   　　　　  -6.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）  　　　　 　  -8.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）   -2.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）              　　　　 　-57.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）            　　　　 　-233.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）           　　　　  　-932.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）          　　　　 　-697.2ｍ2）

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） -1箇所

KP206.033～KP206.038 Ｌ＝5.12ｍ

①工区終点 

KP2
06.

048

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP206.038～KP206.048 Ｌ＝10.0ｍ

（KP205.266～KP206.033）

（車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）Ｌ＝767.0ｍ）

非常回転場等開口部

Ｌ＝56.0ｍ
KP205.680～KP205.736

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２２）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

木 戸 川 橋

２３／８８



KP.207.2

STA.184+36
.907

KP.207.3
KP.207.4 KP.207.5 KP.207.6

KP.207.8

KP.207.9

KP.207.7

楢葉町
大谷

特殊大型2台

207.509KP～208.149KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤ-Ｄ４（Ｙ）  　   　　-610.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤ-Ｔ２（Ｙ）      　　 -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ） 　　　　   -8.0基

車線分離標ポール(Ｈ＝１５００ｍｍ)（Ｙ）  -2.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）         　　　　     -15.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）       　　　　     -64.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）       　　　　     -256.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）      　　　　    -192.0ｍ2

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP207.509～KP207.519 Ｌ＝10.0ｍ

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP207.519～KP207.524 Ｌ＝5.12ｍ

KP207.509

②工区始点 

KP207.524～KP208.134

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）Ｌ＝610.0ｍ

木 戸 川 橋

平 面 図（２３）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２３）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

２４／８８



KP.208.1

KP.208.3 KP.208.4
KP.208.5

KP.208.6

KP.208.7

KP.208.0

STA.192+36
.907

KP.208.2

楢葉町
井出

（207.509KP～208.149KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）  　　　 　　 -610.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）  　　　　    -2.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）    　　　　    -8.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）    -2.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）               　　　　   -15.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）            　　　　    -64.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）            　　        -256.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）          　　        -192.0ｍ2）

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ） -1箇所
KP208.134～KP208.139 L=5.12m

②工区終点 

KP2
08.

149

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP208.139～KP208.149 L=10.0m

(KP207.524～KP208.134)

(車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=610.0m）

井 出 川 橋

平 面 図（２４）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２４）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

広野－7

２５／８８
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STA.248+36.91

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP213.893～KP213.898 L=5.12m

KP213.893

③工区始点 

(KP213.898～KP214.591)

(車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=654.0m)

車線区分柵設置工 ＬＤーＢ４（Ｙ）（遅沢川橋）L=39.0m
KP214.036～KP214.075

213.893KP～215.987KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）   　　　　 　-2071.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）   　　　　   -6.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）    　　　　　  -4.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  　-1.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）              　　　　　  -51.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）          　 　　　　   -208.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）          　 　　　　   -831.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）        　 　　　　   -585.3ｍ2

214.036KP～214.075KP（遅沢川橋）（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）   -39.0ｍ

基礎コンクリート（Ｙ）             -0.179ｍ3

広野－12

遅 沢 川 橋

平 面 図（２５）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２５）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

２６　８８



車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP214.591～KP214.596 L=5.12m

ＬＤ－Ｄ４ 4スパンラップ L=16.0m

2.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所
KP214.568～KP214.573 L=5.12m

非常回転場等開口部

L=56.0m
KP215.105～KP215.161

KP213.898～KP214.591

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=654.0m

KP214.573～KP215.271

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=698.0m

（213.893KP～215.987KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）            -2071.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -6.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -4.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -1.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -51.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -208.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -831.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -585.3ｍ2）

（214.036KP～214.075KP（遅沢川橋）（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）   -39.0ｍ）

（基礎コンクリート（Ｙ）             -0.179ｍ3）

平 面 図（２６)

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社
い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２６）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

広野－13

２７／８８



車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ） -1箇所

KP215.972～KP215.977 L=5.12m

③工区終点 

KP2
15.

987

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP215.977～KP215.987 L=10.0m

KP215.253～KP215.972

車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=719.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP215.271～KP215.276 L=5.12m

ＬＤーＤ４ 4スパンラップ L=16.0m

2.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所
KP215.248～KP215.253 L=5.12m

(KP214.573～KP215.271)

(車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=698.0m)

（213.893KP～215.987KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）  　　　  -2071.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）  　　　  -6.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）  　　　    -4.0基）

（車線分離標ポール(Ｈ＝１５００ｍｍ)（Ｙ）  -1.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）             　　　   -51.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）           　　  　 -208.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）           　　  　 -831.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）         　　  　 -585.3ｍ2）

（214.036KP～214.075KP（遅沢川橋）（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）　 -39.0ｍ）

（基礎コンクリート（Ｙ）             -0.179ｍ3）

平 面 図（２７）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２７）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

広野－16広野－14 広野－15

２８／８８



衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP216.160～KP216.170 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP216.170～KP216.175 L=5.12m

KP216.160

④工区始点 

KP216.175～KP216.875

車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=700.0m

216.160KP～217.491KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）　　　　   -1319.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）           -4.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）             -8.0基

車線分離標ポール(Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -2.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                       -33.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                     -133.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                     -532.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                   -399.3ｍ2

富 岡 川 橋

平 面 図（２８）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社
い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２８）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

広野－17

２９　８８



車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ） -1箇所
KP217.476～KP217.481 L=5.12m

④工区終点 

KP2
17.

491

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP217.481～KP217.491 L=10.0m

KP216.857～KP217.476

車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=619.0m

非常回転場等開口部

L=56.0m
KP216.746～KP216.802

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP216.875～KP216.880 L=5.12m

ＬＤ－Ｄ４ 4スパンラップ L=16.0m

2.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所
KP216.852～KP216.857 L=5.12m

（216.160KP～217.491KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）             -1319.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）             -4.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）               -8.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）   -2.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                         -33.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                       -133.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                       -532.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                     -399.3ｍ2）

(KP216.175～KP216.875)

(車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=700.0m)

広野－18 広野－19

平 面 図（２９）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（２９）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

３０　８８
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3

5.52

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP217.706～KP217.716 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP217.716～KP217.721 L=5.12m

KP217.706

⑤工区始点 

KP217.721～KP218.227

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=471.0m 車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ） -1箇所

KP218.227～KP218.232 L=5.12m

⑤工区終点 

KP2
18.

232

車線区分柵設置工 ＬＤーＢ４（Ｙ）（後田橋）L=35.0m
KP217.986～KP218.021

217.706KP～218.232KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）   　　　   -471.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -4.0基

車線分離標ポール(Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）   -1.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -12.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -51.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -204.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -124.6ｍ2

217.986KP～218.021KP（後田橋）（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）   -35.0ｍ

基礎コンクリート（Ｙ）             -0.167ｍ3

大 石 原 橋

平 面 図（３０)

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社
い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３０）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

広野－20 広野－21 広野－22

３１　８８



1.437%

1.437%

KP.220.1

大熊町

大川原

大
川
原
川

STA.8+56.907

KP.219.9

KP.220.0 KP.220.3KP.220.2
KP.220.4

KP.220.6

KP.220.5

15

14

1
3

1
2

1
11
09

8

16

220.305KP～220.806KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）  　　　    -446.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -8.0基

車線分離標ポール(Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）   -2.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -11.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -50.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -200.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -150.3ｍ2

220.400KP～220.425KP（西平橋）（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）   -25.0ｍ

基礎コンクリート（Ｙ）             -0.132ｍ3

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP220.305～KP220.315 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP220.315～KP220.320 L=5.12m

KP220.305

⑥工区始点 

KP220.320～KP220.791

車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=446.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｂ４（Ｙ）（西平橋）L=25.0m
KP220.400～KP220.425

西 平 橋大 川 原 川 橋

平 面 図（３１）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社
い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３１）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

３２　８８
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KP.220.7

KP.220.8 KP.220.9 KP.221.0
KP.221.1

KP.221.2

KP.221.3

KP.221.4

大熊町
大川原

大熊町

下野上

（220.305KP～220.806KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）   　        -446.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）             -2.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）               -8.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）   -2.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                         -11.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                       -50.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                       -200.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                     -150.3ｍ2）

（220.400KP～220.425KP（西平橋）（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）  -25.0ｍ）

（基礎コンクリート（Ｙ）            -0.132ｍ3）

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ） -1箇所

KP220.791～KP220.796 L=5.12m

⑥工区終点 

KP2
20.

806

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 
KP220.796～KP220.806 L=10.0m

(KP220.320～KP220.791)

(車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=446.0m)

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP221.165～KP221.175 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP221.175～KP221.180 L=5.12m

KP221.165

⑦工区始点 

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ） -1箇所
KP221.388～KP221.393 L=5.12m

⑦工区終点 

KP2
21.

393

KP221.180～KP221.388

車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=208.0m

221.165KP～221.393KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）            -208.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -4.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -1.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -5.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -20.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -78.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -36.2ｍ2

熊 川 橋

平 面 図（３２）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３２）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

常磐富岡－7

常磐富岡－8

３３　８８
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1.200%

1.200%
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STA.40+56.907

KP.223.1

KP.223.2
KP.223.3 KP.223.4 KP.223.5 KP.223.6

KP.223.7

KP.223.8

大熊町

下野上

双葉町

山田

町道羽黒沢線

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所
KP223.537～KP223.542 L=5.12m

KP223.537

⑧工区始点 

KP223.542～KP223.747

車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=205.0m

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP223.752～KP223.762 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ） -1箇所

KP223.747～KP223.752 L=5.12m

⑧工区終点 

KP2
23.

762

223.537KP～223.762KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）         　 -205.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）        　  -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）           　 -4.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -1.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                    　  -5.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                 　   -21.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                 　   -83.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）               　   -67.5ｍ2

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３３）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

平 面 図（３３）
３４　８８
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53

5
2

5
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48

2.000%
1.200%

2.000%

2
.
5%

STA.48+56.907

KP.223.9

KP.224.0 KP.224.1 KP.224.2
KP.224.3

KP.224.4

KP.224.5

KP.224.6

双葉町

山田

町
道
羽
黒
沢
線

国
道
28
8号

線

町
道
山

田
萩

平
線

羽
黒
川
右
支
川

5
7

5
6

2.000% 2
.
5%

STA.56+56
.907

KP.224.7

山田

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP224.385～KP224.395 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP224.395～KP224.400 L=5.12m

KP224.385

⑨工区始点 
⑨工区終点 

KP2
24.

675

KP224.400～KP224.660

車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=260.0m

224.385KP～224.675KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）       　   -260.0ｍ　

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）       　   -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）         　   -8.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -2.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                   　   -7.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                　    -29.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                　    -116.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）             　     -87.0ｍ2

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ） -1箇所
KP224.660～KP224.665 L=5.12m

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP224.665～KP224.675 L=10.0m

羽 黒 川 橋 前 田 川 橋

平 面 図（３４）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３４）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

常磐富岡－15

３５　８８
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62

6
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町
道
山
田
石
熊
線

前 田
 川

2.000%

2.000%

2
.
5%

STA.56+56.907

KP.224.7
KP.224.8

KP.224.9 KP.225.0 KP.225.1 KP.225.2
KP.225.3

KP.225.4

山田

双葉町

石熊

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP225.321～KP225.331 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP225.331～KP225.336 L=5.12m

KP225.321

⑩工区始点 

KP225.336～KP225.796

車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=460.0m

225.321KP～226.252KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）      　    -919.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）     　     -4.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）       　     -8.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -2.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                 　     -22.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）              　      -91.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）              　      -364.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）            　      -279.3ｍ2

前 田 川 橋

常磐富岡－16

平 面 図（３５）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３５）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

３６　８８
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67
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2.000%

3.000%

2.000% 3.000%

STA.64+
56.907

KP.225.
5

KP.225.6

KP.225.7

KP.225.8
KP.225.9

KP.226.0

KP.226.1

KP.226.2

石熊

双葉町

上羽鳥

町
道
上
羽
鳥
石
熊
線

7
2

3.000%

STA.72+56.907

KP.226.3

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） -1箇所
KP226.237～KP226.242 L=5.12m

⑩工区終点 

KP2
26.

252

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP226.242～KP226.252 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤーＴ２（Ｙ）-1箇所

KP225.796～KP225.801 L=5.12m

ＬＤ－Ｄ４ 4スパンラップ L=16.0m

2.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所
KP225.773～KP225.778 L=5.12m

(KP225.336～KP225.796)

(車線区分柵設置工 ＬＤーＤ４（Ｙ）L=460.0m)

KP225.778～KP226.237

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=459.0m

（225.321KP～226.252KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）     　     -919.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）      　    -4.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）        　    -8.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -2.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                  　    -22.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                　    -91.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                   　 -364.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                　  -279.3ｍ2）

非常回転場等開口部

L=56.0m
KP225.965～KP226.021

平 面 図（３６）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３６）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

３７　８８
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7
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3.000%

1.046%3.000%

1.046%

2
.
5%

STA.72+56.
907

KP.226.3 KP.226.4
KP.226.5

KP.226.6 KP.226.7 KP.226.8 KP.226.9 KP.227.0

双葉町

上羽鳥

松倉

林
道
沢

入
線

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP226.531～KP226.541 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP226.541～KP226.546 L=5.12m

KP226.531

⑪工区始点 

KP226.546～KP227.035

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=489.0m

226.531KP～227.050KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）         　 -489.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）         　 -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）          　  -8.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -2.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                   　   -12.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                  　  -52.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                  　  -208.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）               　   -155.7ｍ2

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） -1箇所
KP227.035～KP227.040 L=5.12m

⑪工区終点 

KP2
27.

050

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 
KP227.040～KP227.050 L=10.0m

上 羽 鳥 橋

平 面 図（３７）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３７）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

常磐富岡－17 常磐富岡－18 常磐富岡－19

３８　８８
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町道6042号線

町道6068号線

道
1
0

町

6

線
号

線
号

道
6
0
4
1

町

線
号
6
6
0
6
道
町

小　野　田

坂　下 下　原

天　神　前

3.000%

3.000% 0.676%

0.676%

KP 230.3

KP 230.4 KP 230.5 KP 230.6 KP 230.7 KP 230.8
KP 230.9

KP 231.0
STA112+56.9

小　野　田

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP230.387～KP230.397 L=10m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP230.397～KP230.402 L=5.12m

KP230.387

⑫工区始点 

KP230.402～KP230.902

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=500.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP230.902～KP230.907 L=5.12m

ＬＤ－Ｄ４ 4スパンラップ L=16.0m

2.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所
KP230.879～KP230.884 L=5.12m

KP230.884～KP231.387

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=460.0m

230.387KP～231.392KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）      　-960.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）      　-4.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）       　 -4.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝1500ｍｍ）（Ｙ）  -1.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                　  -25.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）              　  -101.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）              　  -402.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）           　   -258.8ｍ2

231.154KP～231.197KP（田尻川橋）（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）  -43.0ｍ

基礎コンクリート（Ｙ）            -0.191ｍ3

高 瀬 川 橋

平 面 図（３８）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社
い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３８）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

常磐富岡－28 常磐富岡－29

常磐富岡－30

３９　８８
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1.725%

KP 231.1

KP 231.2
KP 231.3 KP 231.4 KP 231.5 KP 231.6 KP 231.7 KP 231.8

STA120+56.9

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） -1箇所

KP231.387～KP231.392 L=5.12m

⑫工区終点 

KP2
31.

392

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｂ４（Ｙ）（田尻川橋）L=43.0m
KP231.154～KP231.197

(KP230.884～KP231.387)

(車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=460.0m)

（230.387KP～231.392KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）    　  -960.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）    　  -4.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）       　 -4.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝1500ｍｍ）（Ｙ）  -1.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                　  -25.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）              　  -101.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）              　  -402.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）           　   -258.8ｍ2）

（231.154KP～231.197KP（田尻川橋）（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）  -43.0ｍ）

（基礎コンクリート（Ｙ）            -0.191ｍ3）

田 尻 川 橋

平 面 図（３９）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（３９）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

常磐富岡－31 常磐富岡－32

４０　８８
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C

物置

69.774

70.657 69.711

71
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70.874
69.130
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69.54169.363

C C

小屋

62.177

R
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0
0

R=∞

0.304%

2.485%

0.304%

2.485%

2.
5%

2.
5%

2.
5%

STA.17
6+37.3

34
KP.236

.7
KP.236.8

KP.236.9

KP.237.0
KP.237.1 KP.237.2 KP.237.3

KP.237.4

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP237.286～KP237.291 L=5.12m

KP237.286

⑮工区始点 

KP237.291～KP238.095

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=758.0m

237.286KP～238.110KP（中分)

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ） 　　　　   -758.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -4.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -1.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -20.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -81.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -323.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -199.3ｍ2

237.500KP～237.546KP（川房川橋）（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）  -46.0ｍ

基礎コンクリート（Ｙ）            -0.215ｍ3

浪江－15 浪江－16 浪江－17

平 面 図（４０）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社
い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（４０）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

４１　８８
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R=160
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2.485%

サグ
STA.188+84.912
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48.454
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48.724
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ポンプ小屋
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48.157

48.737

48.930
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48.014

49.401

45.952
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48.384
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48.876
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49.150
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49.731

49.531

49.534

48.443
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49.027
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48.163
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49.384
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48.464

51.000
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51.558

49.020

49.244

49.459

49.450

48.738

50.863

51.271

48.970

50.749
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51.956

STA.184+37.334

KP.237.5 KP.237.6
KP.237.7 KP.237.8 KP.237.9

KP.238.0
KP.238.1

KP.238.2

2.
5%

KP.237.4

（ KP237.291～KP238.095 ）

（ 車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=758.0m ）

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｂ４（Ｙ）(川房川橋) L=46.0m
KP237.500～KP237.546

非常回転場等開口部

L=56.0m
KP237.695～KP237.751

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP238.280～KP238.290 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP238.290～KP238.295 L=5.12m

KP238.280

⑯工区始点 

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP238.100～KP238.110 L=10m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） -1箇所

KP238.095～KP238.100 L=5.12m

⑮工区終点 

KP2
38.

110

（237.286KP～238.110KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）            -758.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -2.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -4.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -1.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -20.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -81.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -323.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -199.3ｍ3）

（237.500KP～237.546KP（川房川橋）（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＢ４（Ｙ）  -46.0ｍ）

（基礎コンクリート（Ｙ）            -0.215ｍ3）

小 高 川 橋川 房 川 橋

浪江－18 浪江－19 浪江－20

平 面 図（４１）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（４１）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

４２／８８
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2.
5%

金　谷

小 高 町

南相馬市

49.533

号

57.188

農

57.397

広　畑

56.974

道

館　越

町

１
０

７
住居

ＷＣ

58.620

59.408

59.396

58.239

59.385
58.943

住居

58.037

58.121
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北　原
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59.129

農

道

59.719

道

57.727
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61.650

6
2 .
5

60.848

6
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0

53.698

54.438

52.807

53.552

57.244

52.853

53.209 52.707

53.353

50.956

55.0

55.686

49.740

49.177

51.064

51.295

52.602

52.669

52.394

横　大　道
西　原

飯　崎

49.402

5

A=80

R=160

A=80

0

R=∞

10

R
=∞

クレスト

STA.195+49.545

2.600%
2.900%

5 0

R=140
R=∞

R=1000

STA.192+37.334

KP.238.3

KP.238.4 KP.238.6KP.238.5
KP.238.7

KP.238.8

KP.238.9

KP.239.0

KP238.899～KP239.515

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=616.0m

KP238.295～KP238.917

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=622.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所
KP238.917～KP238.922 L=5.12m

ＬＤ－Ｄ４ 4スパンラップ L=16.0m

2.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所
KP238.894～KP238.899 L=5.12m

238.280KP～239.530KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）            -1238.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -4.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -8.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -2.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -30.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -124.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -496.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -375.0ｍ2

平 面 図（４２）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（４２）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

浪江－21 浪江－22

４３／８８
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(車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=616.0m)

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP239.520～KP239.530 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） -1箇所
KP239.515～KP239.520 L=5.12m

⑯工区終点 

KP2
39.

530

（238.280KP～239.530KP（中分））

（車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）            -1238.0ｍ）

（車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -4.0箇所）

（衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -8.0基）

（車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -2.0基）

（視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -30.0基）

（車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -124.0基）

（車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -496.0基）

（路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -375.0ｍ2）

一 関 川 橋 飯 崎 川 橋

浪江－23 浪江－24

平 面 図（４３）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（４３）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

４４／８８



常磐自動車道上り線
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常磐自動車道下り線

南相馬市

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） -1箇所
KP240.474～KP240.479 L=5.12m

⑰工区終点 

KP2
40.

479

KP239.915～KP240.474

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=559.0m

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP239.900～KP239.910 L=10m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP239.910～KP239.915 L=5.12m

KP239.900

⑰工区始点 

239.900KP～240.479KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）　　　　　  -559.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -4.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -1.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -14.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -56.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -225.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -96.5ｍ2

浪江－25 浪江－26 浪江－27 浪江－28

平 面 図（４４）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（４４）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

４５／８８



常磐自動車道上り線
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常磐自動車道下り線
南相馬市
小高区

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）-1箇所

KP242.420～KP242.425 L=5.12m

KP242.420

⑱工区始点 

KP242.425～KP242.795

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）L=370.0m

衝撃緩衝工 安全ブロック工（Ｙ）-4基 

KP242.800～KP242.810 L=10.0m

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） -1箇所
KP242.795～KP242.800 L=5.12m

⑱工区終点 

KP2
42.

810

242.420KP～242.810KP（中分）

車線区分柵設置工ＬＤーＤ４（Ｙ）  　　　　  -370.0ｍ

車線区分柵設置工ＬＤーＴ２（Ｙ）            -2.0箇所

衝撃緩衝工安全ブロック工（Ｙ）              -4.0基

車線分離標ポール（Ｈ＝１５００ｍｍ）（Ｙ）  -1.0基

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）                        -9.0基

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）                      -37.0基

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）                      -149.0基

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）                    -62.1ｍ2

北 鳩 原 川 橋

浪江－33 浪江－34

平 面 図（４５）

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社
い  わ  き  管　理  事  務  所

平 面 図（４５）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事
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標準横断図（１）

（常磐自動車道 ２車線区間）

下り線
検測幅員　α１ 検測幅員　α2

β2

200

800

150 150 150

200 200

150

上り線

路面標示標準型Ｂ１

路面標示標準型Ｂ１

注意喚起溝工Ａ 注意喚起溝工Ａ

ﾀｯｸｺｰﾄ（PK-4）

β1

注意喚起溝工Ａ
注意喚起溝工Ａ

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４cm）

路面標示標準型Ａ２ 路面標示標準型Ａ２

路面標示標準型Ｄ１路面標示標準型Ｄ１

n%

β3 200

2,300

n%

ﾀｯｸｺｰﾄ（PK-4）

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６cm）

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４cm）

走行車線 追越車線

検測幅員　α3

路面標示標準型Ｂ１

注意喚起溝工Ａ 路面標示標準型Ａ１

（常磐自動車道 ４車線区間）

検測幅員　α4

β4200

路面標示標準型Ｂ１

施工ジョイント

走行表層 追越表層

走行基層 追越基層

100

横断勾配

検測位置

Ａ部拡大
Ａ部

横断勾配

切削オーバーレイ工標準横断図１

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６cm）

※

※施工端部及び施工ジョイントの立上り部については本線施工と同様にタックコートを塗布するものとする。

※

※

※

幅員3500 幅員3500

幅員3500 幅員3500

n%

n%

n%

n%

n%

※検測幅員αは既設施工目地を考慮した値である。

ﾀｯｸｺｰﾄ（PK-4）

ﾀｯｸｺｰﾄ（PK-4）

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

標準横断図（１）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

４７／８８



標準横断図（２）

n%

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６㎝）

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４㎝）

高弾性上層路盤用混合物（HiMA）（ｔ＝１５㎝）

アスファルト安定処理混合物（ｔ＝８㎝）

セメント安定処理路盤工（下層路盤）（ｔ＝１７㎝）

新設舗装（α３） 既設舗装

（常磐自動車道　４車線区間）

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4) 基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６cm）

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４cm）

β3 200

路面標示標準型Ｂ１

注意喚起溝工Ａ

切削オーバーレイ工標準横断図２

（高弾性上層路盤用混合物HiMA施工箇所）

n%

β3 200

2,300

n%

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４㎝）

走行車線 追越車線

検測幅員　α3

路面標示標準型Ｂ１

注意喚起溝工Ａ 路面標示標準型Ａ１

（常磐自動車道 ４車線区間）

検測幅員　α4

β４200

路面標示標準型Ｂ１

施工ジョイント

走行表層 追越表層

走行基層 追越基層

100

Ａ部拡大

横断勾配

1
8
0

凡例：（切削・掘削）箇所

表層・基層・上層路盤（180mm切削） 

下層路盤（70mm掘削）

7
0

2
5
0

2
5
0

※ ※

※

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

プライムコート(PK-3)

検測幅員3450

n%

β3 200

2,300

n%

ﾀｯｸｺｰﾄ（PK-4）

ﾀｯｸｺｰﾄ（PK-4）

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６cm）

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４cm）

走行車線 追越車線

検測幅員　α3

路面標示標準型Ｂ１

注意喚起溝工Ａ 路面標示標準型Ａ１

（常磐自動車道 ４車線区間）

Ａ部

検測位置

幅員3500 幅員3500

幅員3500

※　施工端部及び施工ジョイントの立上り部については本線施工と同様にタックコートを塗布するものとする。

※　検測幅員αは既設施工目地を考慮した値である。

Ａ部

幅員3500

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

標準横断図（２）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

４８／８８



標準横断図（３）

n ％

　　 （E200MP～E229MP）

標準横断図（一方向一車線）

検測幅員7500

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４㎝）

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６㎝）

750

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

300200
750

※　施工端部及び施工ジョイントの立上り部については本線施工と同様にタックコートを塗布するものとする。

n ％

   　　 （E１０MP～E145MP）

標準横断図（二方向分離二車線）

750

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

9800

200300

200300

検測幅員19600

300200

9800 750

インターチェンジ(ﾗﾝﾌﾟ部)

(いわき三和IC　Eランプ)

3250 3250

A部

A部

路面標示標準型Ｂ１ 

路面標示標準型Ｂ１ 

路面標示標準型Ｂ１ 路面標示標準型Ｂ１ 

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４㎝）

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６㎝）

切削オーバーレイ工標準横断図３

施工ジョイント

走行表層 追越表層

走行基層 追越基層

100

横断勾配

検測位置

A部拡大

横断勾配

※　車線内に施工目地が発生する場合は表層・基層に段差をつける。
常 磐 自 動 車 道

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

標準横断図（３）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

４９／８８



標準横断図（４）

インターチェンジ(ﾗﾝﾌﾟ部)

(いわき三和IC A・C、B・Dランプ)

※　施工端部及び施工ジョイントの立上り部については本線施工と同様にタックコートを塗布するものとする。

n ％

標準横断図（二方向分離二車線）

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４㎝）

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６㎝）

750

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

検測幅員8.328～10.825

路面標示標準型Ｂ１

200300
300200

検測幅員7.808～9.800

750

路面標示標準型Ｂ１

A・Cランプ B・Dランプ

A部

切削オーバーレイ工標準横断図４

施工ジョイント

走行表層 追越表層

走行基層 追越基層

100

横断勾配

検測位置

Ａ部拡大

横断勾配

※　車線内に施工目地が発生する場合は表層・基層に段差をつける。　

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

標準横断図（４）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

５０／８８



n ％

標準横断図（一方向一車線）

検測幅員7000

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４㎝）

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６㎝）

750

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

路面標示工標準型Ｂ１
路面標示工標準型Ｂ１

22503550

750

200800

いわきJCT（ﾗﾝﾌﾟ部）

※　施工端部及び施工ジョイントの立上り部については本線施工と同様にﾀｯｸｺｰﾄを塗布するものとする。

n ％

標準横断図（一方向一車線）

検測幅員7050

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４㎝）

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６㎝）

750

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

路面標示工標準型Ｂ１
路面標示工標準型Ｂ１

200

750

200900 3500

Cランプ

Dランプ

200

2250

n ％

標準横断図（一方向一車線）

検測幅員7000

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４㎝）

基層用遮水性アスファルト混合物（ｔ＝６㎝）

750

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

路面標示工標準型Ｂ１
路面標示工標準型Ｂ１

22503550

750

200800

Aランプ

200

切削オーバーレイ工標準横断図５

施工ジョイント

走行表層

走行基層

100

横断勾配横断勾配

※　車線内に施工目地が発生する場合は表層と基層に段差を設ける。

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

標準横断図（５）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

標準横断図（５）
５１／８８



(暫定)下り線(暫定)上り線

ｉ=n%

 ﾀｯｸｺｰﾄ PK-4

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４cm）

10000

5250

800 200

400 400

路面標示標準型Ｂ１

路面標示標準型Ａ２

標準横断図（６）

(橋梁部 表層4cm)

150

200

150

700 8500

800 200 幅員3500

検測幅員4500

 ﾀｯｸｺｰﾄ PK-4

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４cm）

路面標示標準型Ｂ１

注意喚起溝工Ａ

3250

路面標示標準型Ａ１

注意喚起溝工Ａ

切削オーバーレイ工標準横断図６

ｉ=n%

注意喚起溝工Ａ

検測幅員4250

幅員3500

下り線

井出川橋

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号1/50

標準横断図（６）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

白狐橋

５２／８８



(暫定)下り線(暫定)上り線

ｉ=n%

 ﾀｯｸｺｰﾄ PK-4

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４cm）

ｉ=n%

10000

1550 1050幅員3500

400 400

路面標示標準型Ｂ１

路面標示標準型Ａ２

路面標示標準型Ａ１

標準横断図（７）

(橋梁部 表層4.0cm＋レベリング層3.5cm+床版防水工Ｃ１)

150

200

150

片倉高架橋・笹部川橋

Ａ部拡大図

100

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４cm）

床版防水工Ｃ１

Ａ部

150

150

珪砂

幅員3500

注意喚起溝工Ａ

路面標示標準型Ｂ１

200 200

注意喚起溝工Ａ

路面標示標準型Ａ２

路面標示標準型Ａ１

オーバーレイ工・レベリング工・床版防水工 標準横断図

施工ジョイント

下り線表層 上り線表層

下り線基層

100

横断勾配

検測位置

横断勾配

100
ラップ長

高機能舗装Ⅱ型用混合物　（ｔ＝４cm）

床版防水工Ｃ１

一次施工 二次施工

凡例：一次施工箇所 凡例：二次施工箇所検測位置 検測位置

橋梁用レベリング層用アスファルト混合物

（ｔ＝３．５cm）

橋梁用レベリング層用アスファルト混合物
（ｔ＝３．５cm）

橋梁用レベリング層用アスファルト混合物
（ｔ＝３．５cm）

床版防水工Ｃ１

上り線基層

100

防水工(一次施工)

注意喚起溝工Ａ

検測幅員5250
検測幅員4750

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号1/50

標準横断図（７）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

５３／８８



ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層

表層

床版防水工C１　構成断面図

床版防水工Ｃ１

　　　　下地処理工　施工範囲

止水処理工(3*100)

床版防水工Ｃ１詳細配置図

75㎜以上

3mm

2
5㎜

以
上

止水処理工（3*100）

伸縮装置

1
0㎜

程
度

4
0

7
5

止水処理工(橋梁伸縮装置部詳細図）

止水処理工（3*100）

詳 細 図 （１）
床版防水工C１

レベリング層

止水処理材　規格値

表層

材料項目 目地厚さ

成形目地材 3㎜

試験項目

針入度

流度

引張量

試験法

舗装調査・試験法便覧A102

規格値

6㎜以下(円錐25℃)

5㎜以下(60℃)

3㎜以上(-10℃)

備考

※ 施工については設計要領第1集(舗装保全編)令和6年7月による

A部

片倉高架橋

笹部川橋

止水処理工（3*100）

高機能舗装Ⅱ型混合物

（ｔ＝４ｃｍ）

橋梁用レベリング層アスファルト混合物

（ｔ＝３．５cm）

床版防水工Ｃ１

7
5

A部拡大図

施工ジョイント

下り線表層 上り線表層

下り線基層 上り線基層

100

検測位置

床版

100

床版防水工Ｃ１

床版防水工C１

 施工ステップ

※二次施工は一次施工に10cmラップして施工する。

防水工(一次)防水工(二次)

止水処理工（3*100）

高機能舗装Ⅱ型用混合物（ｔ＝４cm）

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

橋梁用レベリング層用アスファルト混合物
（ｔ＝３．５cm）

床版防水工Ｃ１

コンクリート床版

排水勾配

排水勾配

100

防水工（二次）
防水工（一次）

検測位置

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

５４／８８



床版排水処理工Ｂ（Ｙ）設置位置

縦断勾配

設 置 平 面 図（片 倉 高 架 橋)

路　肩

床版防水工CⅠ

鋼管φ42.7

エポキシ樹脂注入

鋼管φ30.4

バックアップシールゴム

橋梁床版 橋梁床版

A-A断面図

フレキシブル管

SUS304（φ21）Ｌ＝3ｍ

床
版

排
水

処
理

工
Ａ

（
Ｙ

）
床

版
排

水
処

理
工

Ｂ
（

Ｙ
）

A A

高機能舗装Ⅱ型用混合物(t=4㎝)

詳 細 図 (２)
床版排水処理工Ａ（Ｙ）・Ｂ（Ｙ）

路　肩

設 置 断 面 図

横
断

勾
配

床
版

排
水

処
理

工
Ａ

（
Ｙ

）

100

床版排水処理工設置位置

横断勾配

伸
縮

装
置

(径間毎の流域最低高さ箇所）

上り線

下り線

床版排水処理工Ａ（Ｙ）・Ｂ（Ｙ）設置位置

設 置 平 面 図（笹 部 川 橋)

路　肩

路　肩

縦断勾配

横
断

勾
配

伸
縮

装
置

(径間毎の流域最低高さ箇所）

上り線

下り線

伸
縮

装
置

Ａ１ Ａ２

伸
縮

装
置

Ａ１ Ａ２Ｐ１ Ｐ２ Ｐ３ Ｐ４ Ｐ５ Ｐ６ Ｐ７ Ｐ８ Ｐ９

床版排水処理工Ａ（Ｙ）・Ｂ（Ｙ）設置位置

(径間毎の流域最低高さ箇所）

橋梁用レベリング層アスファルト混合物

（ｔ＝３．５cm）

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（２）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

※床版排水処理工Ｂの端部は橋梁排水管に削孔し接続する。
※床版排水処理工設置位置は床版の鉄筋と干渉しない位置とする。

５５／８８



路 面 標 示 工（１）

路面標示標準型Ｅ1・Ｅ1（Ｙ）詳細図

9
0
0

3000 3000 150150

3
0
0

L=32.700m L=32.700+2.750=35.500m

路面標示標準型Ａ1詳細図（１） 路面標示標準型Ａ1詳細図（２）

4600
500 200

150

150

25
0

1
1
5
0
0

45°

13
00
0

15
80
0

25
0

3250

4600
500 200

150

150

25
0

1
1
5
0
0

45°

13
00
0

15
80
0

25
0

3250

65
00

65
00

2750

四倉PA　兼用駐車マス　45°
四倉PA　大型駐車マス　45°

白色青色

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

2
7
0
0

1
5
0

1
5
0

6000

150200013502500

薄層舗装工Ａ（Ｙ）・Ｂ（Ｙ）詳細図

3000

1
5
0

路面標示標準型Ｄ２（Ｙ）詳細図

薄 層 舗 装 工・ 

緑色

上り線5箇所・下り線5箇所
上り線10箇所・下り線10箇所

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（３）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (３)
５６／８８



暫定２車線　標準

5
0

A部拡大図

3
0
0

＠1000 ＠1000

2
00

3
1
0
0

3
1
0
0

2
00

A部

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）

3
00

3
00

1
5
00

2
0
0

1
50

1
50

路面標示標準型Ｄ１（Ｙ）

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）

路面標示標準型Ｂ１・Ｂ１（Ｙ）

路面標示標準型Ｂ１・Ｂ１（Ｙ）

路 面 標 示 工・薄 層 舗 装 工（２）

薄層舗装工Ｃ（Ｙ）

（1000×3000) 緑色

薄層舗装工Ｃ（Ｙ）

(1000×3000) 赤色

橋梁部 導流レーン 暫定二車線 （ＷＲ区間外）

Ｂ部拡大図

Ｂ部

W=200，L=1000，N=100×2本

W=200，L=1000，N=100×2本
200m

200m

1000 1000 1000

2
00

路面標示工標準型Ｄ１（Ｙ）

1
00

2
00

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（４）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (４)

５７／８８



横断図（暫定２車線）　　

300

走行車線

注意喚起溝Ａ（Ｙ）

200

路面標示標準型Ｂ１（Ｙ）

路肩

150

300注意喚起溝工Ａ（Ｙ）

路面標示標準型Ａ１（Ｙ）

注意喚起溝工Ａ・Ａ（Ｙ）

二車線部標準断面図 四車線部標準断面図

300 300 300 300 300

1
5
0
1
5
0

90
°

注意喚起溝工Ａ（Ｙ）

B部詳細図　

路面標示標準型Ａ２（Ｙ）

3
0
0

車線分離標（ポール）

3
0
0

走行車線

溝
間

隔
＠
3
0
0程

度

走行車線

B
部

a-
a'

走行車線

上り車線 下り車線

a-
a'

溝
間

隔
＠
3
0
0程

度

追越車線

走行車線追越車線

300程度

25程度

a-a’部詳細図　

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（５）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (５)

５８／８８



4000

ワイヤロープ 3×7 G/O φ18

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

t
=2
00
mm

 正 面 図 

 平 面 図 

 断 面 図 

@4000

中間支柱
φ89.1×4.2

スリーブ
φ114.3×4.5×700

9
70

7
50 8
60

6
40

5
30

@4000

1
4
30

1
0
30

4
00

5
10

5
20

キャップ

間隔材

ストラップ

7
00

@4000

スリーブカバー

中間支柱
φ89.1×4.2

スリーブ
φ114.3×4.5×700

車線区分柵設置工 一般図（1）

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）

 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）

スリーブカバー

車線区分柵工　ＬＤ－Ｄ４　（Ｙ）

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（６）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (６)
５９／８８



  平 面 図  

4000 @4000

ワイヤロープ　3×7　G/O　φ18

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

  正 面 図  

1
0
30

キャップ

  断 面 図  

5
10

5
20

4000
間隔材

ストラップ

中間支柱

φ89.1×4.2

下段から4段目のワイヤーの上に取付け
ストラップ

@4000

250 2
00

路面

8
0

0
~
10

350

3
50

400

8
0~
90

5
30
~5
40

6
40
~6
50

7
50
~7
60

8
60
~8
70

9
70
~9
80

1
00

D25（M24）

  取付部 詳細図    アンカーボルト（1N,1W）  

50

プレート
t=9

1
6

M24

100

D25×100（40ｍｍM24ネジ切り）

5
0

5
0

8
0~
90

350

車線区分柵設置工 一般図（２）

 ＬＤ－Ｂ４（Ｙ）

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（７）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (７)

６０／８８



1800

1800以上830以上 830以上830以上 830以上 4000

ワイヤロープ 3×7 G/O φ18

 端末支柱
φ89.1×4.2 中間支柱

スリーブ
φ114.3×4.5×700

φ89.1×4.2

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

t
=2
00
mm

 正 面 図 

 平 面 図 

スリーブカバー

 断 面 図 

φ165.2×5.0×2600

 端末杭基礎

M16

5120以上

9
70

7
50 8
60

6
40

5
30

@4000

索端ボルト

ターンバックル

ジョーボルト

M25（W1）左ねじ

端末金具

M25（W1）×500　右ねじ

M25（W1）×350

∅300

1675以上3570以上

□
2
50

1
4
30

1
0
30

4
00

5
10

5
20

キャップ

間隔材

ストラップ

7
00

2630

4290

5120

3460

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）

車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）

車線区分柵設置工 一般図（３）

ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）

1
0
30

5
20

5
10

間隔材（端末支柱用）
φ60.5×110（5ヶ/本）

1
4
30

4
00

7
00

9

375

 断 面 図 

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（８）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (８)

６１／８８



ターンバックル
φ25X350

右ねじ 左ねじケーブル
3X7 G/0 φ18

ケーブル
3X7 G/0 φ18

詳 細 図

部 材 表

(1箇所当り)

部 品 名構　成 規格・寸法 数　量 材　質

φ25X350(W1")

φ25X500(W1"左)索端金具 5 SS 490

ターンバックル 5 STKN400相当

φ25X500(W1"右)索端金具 5 SS 490

1
4
30

1
0
30

4
00

5
10

5
20

※ キャップ

※ スペーサー

※ ストラップ

7
00

1
50

300

※ 根固めブロック

500×300×150

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

t
=2
00
mm

※　スリーブカバー

@4000

※ 中間支柱
φ89.1×4.2

※　スリーブ
φ114.3×4.5×700

9
70

7
50 8
60

6
40

5
30

@4000

 正 面 図 

（@　200m） （@　200m）

※ 中間ターンバックル

※　根固めブロック

500×300×150

中間接続部

500

3
0
0

150

125 180 125

35
430

35

3
0

2
4
0

3
0

3
0
9
0
3
0

125 180 125

430

2
1
0R90

D13D10

D13

D10

1
5
0

∅125

∅128

根固めブロック　詳細図

根固めブロック　配筋図

コンクリ－ト １８N/mm2

φ25X350

※ ワイヤロープ 3×7 G/O φ18 ※ 中間ターンバックル

φ25X350

※ 索端金具

(車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

(車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

※：車線区分柵工 LD-D4(Y)に含む

索端金具 索端金具

※ ワイヤロープ 3×7 G/O φ18

※　スリーブカバー ※ 中間支柱
φ89.1×4.2

※　スリーブ

※　根固めブロック

500×300×150

φ114.3×4.5×700

※設置間隔は、両端から100mとなる箇所に1箇所、その他の区間については200mにつき1箇所以上を基本とする

車線区分柵設置工 一般図（４）

 中間接続部

※ ワイヤロープ 3×7 G/O φ18

4000

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（９）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (９)

６２／８８



4000 400012@4000 = 48000

14@4000 = 56000

※ ワイヤクリップ ※ ワイヤクリップ

※ 根固めブロック

※ 中間タ－ンバックル ※ 中間タ－ンバックル

500×300×150

※　根固めブロック

500×300×150

スリーブカバー

スリーブ

φ114.3×4.5×700

ア
ス

フ
ァ

ル
ト
舗
装

t
=
20
0
mm

 平面図 

(車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

部 材 表
(1箇所当り)

開口接続部

部 品 名構　成 規格・寸法 数　量 材　質

φ25X350(W1")

φ25X500(W1"左)索端金具 5 SS 490

ターンバックル 5 STKN400相当

φ25X500(W1"右)索端金具 5 SS 490

ワイヤ－クリップ 5

ターンバックル

φ25X350
右ねじ 左ねじケーブル

3X7 G/0 φ18

ケーブル
3X7 G/0 φ18

詳 細 図

ワイヤ－クリップ

 正面図 

A部

A部詳細 ワイヤクリップ(M16)詳細図

M16用

M16用

車線区分柵設置工 一般図 （5）
　 非常回転場等開口部

(車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

非常回転場等開口部

(車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

非常回転場等開口部

(車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

(車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

非常回転場等開口部

(車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

非常回転場等開口部

※ スリーブ

φ114.3×4.5×700

※ スリーブ

φ114.3×4.5×700

※：車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）に含む

(車線区分柵設置工 ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

(車線区分柵設置工

ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）) (車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

索端金具 索端金具

φ89.1×4.2

※中間支柱

φ89.1×4.2

※中間支柱

φ89.1×4.2

※中間支柱

φ89.1×4.2

※中間支柱

φ89.1×4.2
中間支柱

※スリーブカバー ※スリーブカバー ※スリーブカバー※スリーブカバー

※ ワイヤロープ 3×7 G/O φ18 ※ ワイヤロープ 3×7 G/O φ18※ ワイヤロープ 3×7 G/O φ18

(車線区分柵設置工

ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）)

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１０）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (１０)

６３／８８



7
00

中間支柱

スリーブ

キャップ

ストラップ

ワイヤロープ 3×7　G/O　φ18

スリーブカバー　

間隔材

1
0
30

φ89.1

5
3
0 6
4
0 7
5
0 8
6
0 9
7
0

 ストラップ　

1
0
1
.
6

1
.
5

1
5

 スリーブカバー　

 間隔材　

9
0

40

（SUS304）

（樹脂）

（樹脂）

φ８９．１×４．２

1
4
3
0

7
00

 キャップ

（樹脂）

50
40

∅97

5
10

9
20

　中間支柱　

（STK400）

φ114．3×４．5

　スリーブ　

（STK400）

D19　溶接

水抜き孔

30

3

∅150

1
0
0

102

※ スリーブ設置時は、丸鋼の方向を延長方向に合わせること。

←ワイヤロープ設置延長方向→

(種別により取付位置の違いあり)

車線区分柵設置工 支柱詳細図（1）

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号図　示

詳　細　図（１１）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (１１)
６４／８８



5
2
0

1
4
3
0

9

∅300

4
0
0

1
0
3
0

φ８９．１×４．２ 

ベース　t9×φ300

1
0
0

95 6

　端末支柱　

（STK400）

M20ボルト取付孔

φ60.5×3.2×110

φ
3
4

1
1
0

φ60.5

70

70

 端末支柱用間隔材　

（STK400）

φ34.0×3.2×70

丸鋼　4-φ6.0

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１２）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

端末支柱設置工一般図（２）

詳 細 図 (１２)
６５／８８



 断面図 正面図 

φ97

2
4

φ97

2
4

30×150-2(φ89.1)

3
2
0 100×297(φ89.1)

高輝度反射テープ(支柱に巻き付け）

3
2
0

高輝度反射テープ(支柱に巻き付け）

 断面図 正面図 

3
2
0

高輝度反射テープ(支柱に巻き付け）

3
2
0

高輝度反射テープ(支柱に巻き付け）

2
4

2
4

9696

8
0

8
0

視線誘導標無し

視線誘導標有り

視線誘導標Ｄ１（Ｙ）詳細図

2
7
9

1
7
0

2
2
0

88

5
0

9

33
116

EPDM（硬度70）

取付枠

60

10

4

4

96

ｶﾞｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ

1

40

1
0

∅18

80

位置決めダボ

8
6

5

1
5
0

高輝度反射テープ(支柱に巻き付け）

高輝度反射テープ(支柱に巻き付け） 高輝度反射テープ(支柱に巻き付け）
30×150-2(φ89.1)

高輝度反射テープ(支柱に巻き付け）

100×297(φ89.1)

30×150-2(φ89.1) 30×150-2(φ89.1)

100×297(φ89.1) 100×297(φ89.1)

ワイヤロープ式防護柵用支柱カバー
高輝度反射テープ(カバーに巻き付け）

ワイヤロープ式防護柵用支柱カバー
高輝度反射テープ(カバーに巻き付け）

ワイヤロープ式防護柵用支柱カバー
高輝度反射テープ(カバーに巻き付け）

ワイヤロープ式防護柵用支柱カバー
高輝度反射テープ(カバーに巻き付け）

ワイヤロープ用反射材

H35㎜×L1000㎜

ワイヤロープ用反射材

※ 視線誘導標の設置は40m毎とする

橙色

反射有効径：Φ100

橙色

反射有効径：Φ100

数量表

項　　目 寸　　法 単位 数　量

高輝度反射テープ 支柱巻き付け

数量表

項　　目 寸　　法 単位 摘　　要

支柱1本当り

数　量

30×150 枚 2

100×297高輝度反射テープ 枚 1 支柱巻き付け

材　　質  EPDM

指示無き角部はR0.3

普通寸法許容差　（±㎜）

120以下 0.25

120を超え300以下 0.50

300を超え1000以下 1.00

1000を超える場合 2.00

摘　　要

支柱1本当り

支柱巻き付け

支柱巻き付け

30×150 枚 2

100×297 枚 1

3
0

3
0

3
0

3
0

100×297 枚 1 ※カバー巻き付け

※カバー用は一本置きとする

※カバー用は一本置きとする※カバー用は一本置きとする

※カバー用は一本置きとする ※カバー用は一本置きとする

100×297 枚 1 ※カバー巻き付け

※カバー用は一本置きとする車線区分柵工 LD-T2(Y)

車線区分柵設置工　支柱詳細図(３)

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１３）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (１３)
６６／８８



120Xd 以上

d

すり付け方法

中間端末部両端のすり付けは、滑らかにすり付けること。
すり付け区間の長さは、シフト量dの120倍以上とする。

4000 (ラップ1)

4@4000=16000 (4スパンラップ)@4000

4000 (ラップ2) 4000 (ラップ3) 4000 (ラップ4)

16000 (4スパンラップ)

28240

30000

1800 4@830=33201800018004@830=3320

2
0
0

4000

2000 2000

5120

4290

3460

2630

1800

4290

3460

2630

1800

5120 4@4000=16000 (4スパンラップ) @40004000

2000 2000

車線区分柵設置工ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）

5120 4000 @4000

車線区分柵設置工ＬＤ－Ｔ２（Ｙ）　車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）

車線区分柵設置工ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） L=5120

　車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）

車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ） 車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ） 車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）

車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）車線区分柵設置工ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） 車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ） 車線区分柵設置工ＬＤ－Ｄ４（Ｙ）

平 面 図

正 面 図

車線区分柵設置工ＬＤ－Ｔ２（Ｙ） L=5120

車線区分柵設置工　中間端末部詳細図

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１４）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (１４)
６７／８８



安全ブロック工（Ｙ）

 正 面 図 

 平 面 図 

5120以上

1675以上3570以上

2
50

4@2500=10000

2
3
0

375

10000

安全ブロック

安全ブロック

衝撃緩衝工詳細図　

車線分離標 ポール(Ｈ＝1500ｍｍ)（Ｙ）

車線分離標 ポール(Ｈ＝1500ｍｍ)（Ｙ）

 安全ブロック工（Ｙ）詳細図 

車線分離標 ポール（Ｈ＝1500ｍｍ）（Ｙ）

燈 色

燈 色

燈 色

車線分離標 ポール（Ｈ＝1500ｍｍ）（Ｙ）

2液エポキシ系接着剤

設置図

ベース部詳細図

高輝度反射シート（黄）

本体：SBR合成ゴム製（黒）

溶融亜鉛メッキ処理

溶融亜鉛メッキ処理

溶融亜鉛メッキ処理

溶融亜鉛メッキ処理

溶融亜鉛メッキ処理

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１５）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (１５)
６８／８８
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向

リブプレート詳細

110

2
94

t=9

170

2
90

30

5
10

1
0
30

8
00

∅89.1X4.2
STK400

R1
2.
5

2
14

16

25

4-∅28

50

車線区分柵設置工 支柱詳細図 橋梁部(1)

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１６）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (１６)
６９／８８



【床版部 断面図】

車線区分柵設置工 支柱詳細図 橋梁部(2)

基礎コンクリート（Ｙ）

【踏掛版部　断面図】

35050 50

120

200

支柱

アンカーボルト(D25)

基礎コンクリート

舗装

床版

舗装

床版

7
5

1
0

8
5

5
0

1
6

路面補修材
グースアスファルト系

接着剤

延
長

方
向

【平面図】

35050 50

5
0

4
00

5
0

基礎コンクリート路面補修材
グースアスファルト系

舗装

踏掛版

35020 20

D25

120

200

45°

塗膜防水

表層 t=4cm

止水剤

2
5
0

5
0

1
0

2
6
0

塗膜防水
止水剤

接着剤

1
6

踏掛版

橋梁名
設置延長(m)

支柱設置 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

備　考床版部 踏掛版部 床版部 踏掛版部 合　計

遅沢川橋

LD-B4 （本） （本）

広野IC～常磐富岡IC0.1790.0720.1072939.000

(ｍ )

数量表

3 (ｍ )3 (ｍ )3

広野IC～常磐富岡IC0.1670.0720.0952835.000

0.1320.0720.0602525.000

常磐富岡IC～浪江IC0.1910.0720.11921043.000

常磐富岡IC～浪江IC

0.2150.0720.14321246.000 浪江IC～南相馬IC

後田橋

西平橋

田尻川橋

川房川橋

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１７）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (１７)

７０／８８



1000 1500 1000 1500 1000 1500 1000750 750 750 750

10000 10000

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）

1500 1000

10000

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）：ctc10000

側　面　図

1000 1500 1000 1500 1000 1500 1000750 750

10000

平　面　図　

ボルト
M24

6
5
0

5
0

200

φ80

ベース本体（緑色）

Ａ

　　車線分離標撤去Ａ（Ｙ）　構造図

250
500
800

500

1000

500

250
100

6
0

8
0

2
0

5
0

M24ボルト

5050 100

6
0

8
0

2
0

5
0

200

本体
250

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）：ctc2500

車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）

　　車線分離標撤去Ｂ（Ｙ）　構造図

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）

車線分離標撤去Ａ（Ｙ）・Ｂ（Ｙ）詳細図

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１８）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (１８)
７１／８８



1000 1500 1000 1500 1000 1500 1000750 750 750 750

10000 10000

縁石（Ｙ）

1500 1000

10000

車線分離標　ポール（Ｈ＝６５０ｍｍ）（Ｙ）：ctc10000

側　面　図

1000 1500 1000 1500 1000 1500 1000750 750

10000

平　面　図　

ボルト
M24

6
5
0

5
0

200

φ80

ベース本体（緑色）

Ａ

　　車線分離標　ポール（Ｈ＝６５０ｍｍ）（Ｙ）　構造図

ポール（Ｈ＝650ｍｍ）（Ｙ）

車線分離標　縁石（Ｙ）：ctc2500

車線分離標ポール（Ｈ＝６５０ｍｍ）（Ｙ）・車線分離標縁石（Ｙ）詳細図

ポール（Ｈ＝650ｍｍ）（Ｙ）

縁石（Ｙ）

車線分離標　縁石（Ｙ） 構造図 

1000

200

ボルト孔

80

r=50

200

A-A'断面
B

B'

A

A'

r=
50

80

r=50

反射レンズ

B-B'断面

200

品　名 材　質 備　考

簡易分離中央線縁石

ボルト

丸座

ナット

キャップ

反射レンズ

ポリエチレン樹脂(白色)

SS相当 溶融亜鉛めっき＋ディスゴ ルナ加工

SS相当 溶融亜鉛めっき＋ディスゴ ルナ加工

SS相当 溶融亜鉛めっき＋ディスゴ ルナ加工

ポリエチレン樹脂(白色)

プラスチック樹脂(橙色)

200×1000×80

M24×90

M24×4

M24×50

反射レンズ

※反射板は橙色

脱着用突起

高さ10mm,幅9mm

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

詳　細　図（１９）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

詳 細 図 (１９)
７２／８８



四倉PA(下り線)詳細図

4

3
3
9

3
3
8

3
3
9

3

4

3
3
8

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

詳　細　図（２０）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

開粒度アスファルト混合物・ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ (ｔ=１０cm)

四倉PA(下り線) 大型・兼用駐車マス 標準横断図

凡例：大型駐車マス施工箇所

82800

1
1
8
0
0

3

交通保安要員 配置図

（検測）

（検測）

（検測）

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

詳 細 図（２０）

減速
減速

減速

７３／８８
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点字ブロック
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止
76.76

ベンチ76.99
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テーブル
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埋設標
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77.67 78.19

77.51

77.60

77.53

75.16

74.35

73.94

75.66

74.68

As

76.18

76.28

76.27

76.2776.14

ベンチ

YP-3
76.780

3
3
8

3

4

四倉PA(上り線)詳細図

開粒度アスファルト混合物・ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ (ｔ=１０cm)

四倉PA(上り線) 大型・兼用駐車マス 標準横断図

凡例：大型駐車マス施工箇所

交通保安要員 配置図

図面の種類

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

常 磐 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　東北支社

い  わ  き  管　理  事  務  所

詳　細　図（２１）

Ｒ７いわき管内舗装補修工事

詳 細 図（２１）

82600

1
1
6
0
0

減速

（検測）

減速
（検測）減速

（検測）

ﾀｯｸｺｰﾄ(PK-4)

７４　８８



追越禁止

車線規制（走行車線） （７０・８０㎞区間）

昼 夜 別

昼 間 ２車線

①

標識車の標示項目

事工

速 度 落 せ

② ③ ④

工事中

50
ｷﾛ

進入車両強制停止装置

交通監視員Ａ１～Ａ６配置（別途検測）

赤色回転灯

減速

交通監視員

標識車
防護車両

減速

交通監視員 対策ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔 計9個 ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員

自発光警告灯

⑯

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ 200m 対策ﾔｰﾄﾞ・ﾌﾛﾝﾄﾔｰﾄﾞ 400mﾞ ﾃｰﾊﾟｰ長

300m

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

ロボット誘導員

標識車

工事用看板

赤色回転灯

ワイヤレス式サイレン

進入車両強制停止装置

防護車両 現場乗込車両4ｔ車程度

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2ｔ

〇

⑦

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

⑮

100m

60
300ｍ先

右車線へ

500ｍ先 800ｍ先

右車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部矢印板 １１枚

路 肩

1500ｍ先

矢印板 ５枚 走 行 車 線

ワイヤレス式サイレン

中央分離帯

⑥
追 越 車 線

⑤ ⑥

規 制 車 線

上下線

⑦ ⑧

200m 100m

⑪

300m 200m

⑩ ⑨

500m

車 線 数 上・下

走行規制

工事箇所に設置

施工箇所上流に設置

⑨〜⑯

①〜⑥、⑧

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔でセンターラインを越えて設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「２００ｍ」「１００ｍ」「５０ｍ」に矢印板を置き

    車線減少及び工事の予告を行う。

    (現地線形に応じて追加する。)

３．工事中区間が１㎞を超える場合には、１㎞につき１基ずつの割合で速度規制標識を設置する。

　　また、規制残延長をラバーコーンカバーにより表示する。

４．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

５．ロボット誘導員は、左手に旗をもって追越車線に誘導する。

６．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は、撤収する場合がある。

７．防護車両については、工事個所の２０ｍ手前に設置する。

100m

⑫⑬⑭

80

工事箇所

縦断勾配・横断勾配の線形や交通管理施設の設置を考慮し、

工事箇所(１００ｍ以上)やテーパー部(３００ｍ)を設置することで、

現場状況に応じた適切な規制設置とする。

昼夜間用

交通規制図（１）

50

追越禁止

（規制付）

（規制付）

（70）

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ
10m間隔ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔 ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ 20m間隔

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（１）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

７５／８８



工事箇所

車線規制（追越車線） （７０・８０㎞区間）

昼 夜 別

昼 間 ２車線

標識車の標示項目

事工

速 度 落 せ

交通監視員Ａ１～Ａ６配置（別途検測）

赤色回転灯

減速

交通監視員

標識車
防護車両

減速

交通監視員 対策ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔 計9個 ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員自発光警告灯

⑯

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ
200m

対策ﾔｰﾄﾞ・ﾌﾛﾝﾄﾔｰﾄﾞ  400m ﾃｰﾊﾟｰ長
300m

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

ロボット誘導員

標識車

工事用看板

赤色回転灯

ワイヤレス式サイレン

進入車両強制停止装置

防護車両 現場乗込車両4ｔ車程度

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2ｔ

〇

⑦

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

⑮

100m

300ｍ先

左車線へ

500ｍ先 800ｍ先

左車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部矢印板 １１枚

路 肩

1500ｍ先

矢印板 ５枚

走 行 車 線

ワイヤレス式サイレン

中央分離帯

⑥
追 越 車 線

規 制 車 線

上下線

200m 100m

⑪

300m 200m

⑩ ⑨

500m

車 線 数 上・下

追越規制

工事箇所に設置

施工箇所上流に設置

⑨〜⑯

①〜⑥、⑧

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔でセンターラインを越えて設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「２００ｍ」「１００ｍ」「５０ｍ」に矢印板を置き

    車線減少及び工事の予告を行う。

    (現地線形に応じて追加する。)

３．工事中区間が１㎞を超える場合には、１㎞につき１基ずつの割合で速度規制標識を設置する。

　　また、規制残延長をラバーコーンカバーにより表示する。

４．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

５．ロボット誘導員は、右手に旗をもって走行車線に誘導する。

６．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は、撤収する場合がある。

７．防護車両については、工事個所の２０ｍ手前に設置する。

100m

⑫⑬⑭

縦断勾配・横断勾配の線形や交通管理施設の設置を考慮し、

工事箇所(１００ｍ以上)やテーパー部(３００ｍ)を設置することで、

現場状況に応じた適切な規制設置とする。

昼夜間用

交通規制図（２）

① ② ③ ④

工事中
進入車両強制停止装置

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

50
ｷﾛ

80 50

追越禁止

60

追越禁止

（規制付）

（規制付）

（70）

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ

10m間隔
ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ
20m間隔 ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ 20m間隔

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（２）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

７６／８８



車線規制(昼夜連続)（走行車線） （７０・８０㎞区間）

昼 夜 別

昼 夜 間 ２車線

標識車の標示項目

事工

速 度 落 せ

交通監視員Ａ１～Ａ６配置（別途検測）

赤色回転灯

減速

交通監視員

標識車
防護車両

減速

交通監視員 対策ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔 計9個

ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員
自発光警告灯

⑳

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ 200m
ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔

対策ﾔｰﾄﾞ・ﾌﾛﾝﾄﾔｰﾄﾞ 400m ﾃｰﾊﾟｰ長

400m

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

ロボット誘導員

標識車

工事用看板

赤色回転灯

ワイヤレス式サイレン

進入車両強制停止装置

防護車両 現場乗込車両4ｔ車程度

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2ｔ

〇

⑦

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

⑮

100m

300ｍ先

右車線へ

500ｍ先 800ｍ先

右車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部自発光矢印板 20枚(20ｍ間隔)

路 肩

1500ｍ先

自発光矢印板 ５枚 走 行 車 線

ワイヤレス式サイレン

中央分離帯

⑥
追 越 車 線

規 制 車 線

上下線

100m 100m

⑪

100m 100m

⑩ ⑨

250m

車 線 数 上・下
走行規制

工事箇所に設置

施工箇所上流に設置

⑨〜⑳

①〜⑥、⑧

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔でセンターラインを越えて設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「２００ｍ」「１００ｍ」「５０ｍ」に矢印板を置き

    車線減少及び工事の予告を行う。

    (現地線形に応じて追加する。)

３．工事中区間が１㎞を超える場合には、１㎞につき１基ずつの割合で速度規制標識を設置する。

　　また、規制残延長をラバーコーンカバーにより表示する。

４．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

５．ロボット誘導員は、左手に旗をもって追越車線に誘導する。

６．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は、撤収する場合がある。

100m

⑫⑬⑭

工事箇所

縦断勾配・横断勾配の線形や交通管理施設の設置を考慮し、

工事箇所(１００ｍ以上)やテーパー部(４００ｍ)を設置することで、

現場状況に応じた適切な規制設置とする。

昼夜間用

交通規制図（３）

ライトアップ

昼
夜
連
続
規
制
中

250m

ライトアップライトアップライトアップ

昼
夜
連
続
規
制
中

右
車
線
へ

100m100m

ライトアップライトアップライトアップライトアップ

右
車
線
へ

ライトアップライトアップ

100m

⑯⑰⑱⑲

1500m

ライトアップ

※夜間全方位照明　1基/300ｍ毎

自発光デリニェータ含む

規制図参照

規制図参照

全方位照明設備

予告標識ライトアップ機材

〇

〇

400ｗメタルハライドランプ、又は同等品以上

７．夜間規制時は、テーパー終了部より３００ｍ毎に１基全方位照明を設置する。

８．防護車両については、工事個所の２０ｍ手前に設置する。

① ② ③ ④

工事中

50
ｷﾛ

進入車両強制停止装置

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

ライトアップ

80 50

追越禁止

60

追越禁止

（規制付）

（規制付）

（70）

９．案内標識は全て高輝度とする。

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ

10m間隔

夜間：ラバ－コ－ン1本毎に自発光デリニェータを設置

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（３）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

７７／８８



車線規制（走行車線） （１００㎞区間）

昼 夜 別

昼 間 ２車線

標識車の標示項目

事工
速 度 落 せ

交通監視員Ａ１～Ａ６配置（別途検測）

赤色回転灯

減速

交通監視員

標識車
防護車両

減速

交通監視員 対策ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔 計9個 ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員

自発光警告灯

⑰

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ 200m 対策ﾔｰﾄﾞ・ﾌﾛﾝﾄﾔｰﾄﾞ 400m ﾃｰﾊﾟｰ長

300m

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

ロボット誘導員

標識車

工事用看板

赤色回転灯

ワイヤレス式サイレン

進入車両強制停止装置

防護車両 現場乗込車両4ｔ車程度

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2ｔ

〇

⑦

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

⑮

100m

300ｍ先

右車線へ

500ｍ先 800ｍ先

右車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部矢印板 １１枚

路 肩

1500ｍ先

矢印板 ５枚 走 行 車 線

ワイヤレス式サイレン

中央分離帯

⑥
追 越 車 線

規 制 車 線

上下線

200m 100m

⑪

300m 100m

⑩ ⑨

500m

車 線 数 上・下

走行規制

工事箇所に設置

施工箇所上流に設置

⑨〜⑰

①〜⑥、⑧

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔でセンターラインを越えて設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「２００ｍ」「１００ｍ」「５０ｍ」に矢印板を置き

    車線減少及び工事の予告を行う。

    (現地線形に応じて追加する。)

３．工事中区間が１㎞を超える場合には、１㎞につき１基ずつの割合で速度規制標識を設置する。

　　また、規制残延長をラバーコーンカバーにより表示する。

４．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

５．ロボット誘導員は、左手に旗をもって追越車線に誘導する。

６．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は、撤収する場合がある。

７．防護車両については、工事個所の２０ｍ手前に設置する。

100m

⑫⑬⑭

工事箇所

縦断勾配・横断勾配の線形や交通管理施設の設置を考慮し、

工事箇所(１００ｍ以上)やテーパー部(３００ｍ)を設置することで、

現場状況に応じた適切な規制設置とする。

昼夜間用

交通規制図（４）

100m

⑯

① ② ③ ④

工事中

50
ｷﾛ

進入車両強制停止装置

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

50

50

追越禁止

60

追越禁止

80

追越禁止

（規制付）

（規制付）

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ

10m間隔ﾗﾊﾞ-ｺ-ﾝ 20m間隔 ﾗﾊﾞ-ｺ-ﾝ 20m間隔

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（４）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

７８／８８



工事箇所

車線規制（追越車線） （１００㎞区間）

昼 夜 別

昼 間 ２車線

標識車の標示項目

事工

速 度 落 せ

交通監視員Ａ１～Ａ６配置（別途検測）

赤色回転灯

減速

交通監視員

標識車
防護車両

減速

対策ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔 計9個 ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員自発光警告灯

⑰

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ
200m

対策ﾔｰﾄﾞ・ﾌﾛﾝﾄﾔｰﾄﾞ　400m ﾃｰﾊﾟｰ長

300m

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

ロボット誘導員

標識車

工事用看板

赤色回転灯

ワイヤレス式サイレン

進入車両強制停止装置

防護車両 現場乗込車両4ｔ車程度

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2ｔ

〇

⑦

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

⑮

100m

300ｍ先

左車線へ

500ｍ先 800ｍ先

左車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部矢印板 １１枚

路 肩

1500ｍ先

矢印板 ５枚

走 行 車 線

ワイヤレス式サイレン

中央分離帯

⑥
追 越 車 線

規 制 車 線

上下線

200m 100m

⑪

300m 100m

⑩ ⑨

500m

車 線 数 上・下
追越規制

工事箇所に設置

施工箇所上流に設置

⑨〜⑰

①〜⑥、⑧

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔でセンターラインを越えて設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「２００ｍ」「１００ｍ」「５０ｍ」に矢印板を置き

    車線減少及び工事の予告を行う。

    (現地線形に応じて追加する。)

３．工事中区間が１㎞を超える場合には、１㎞につき１基ずつの割合で速度規制標識を設置する。

　　また、規制残延長をラバーコーンカバーにより表示する。

４．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

５．ロボット誘導員は、右手に旗をもって走行車線に誘導する。

６．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は、撤収する場合がある。

７．防護車両については、工事個所の２０ｍ手前に設置する。

100m

⑫⑬⑭

縦断勾配・横断勾配の線形や交通管理施設の設置を考慮し、

工事箇所(１００ｍ以上)やテーパー部(３００ｍ)を設置することで、

現場状況に応じた適切な規制設置とする。

昼夜間用

交通規制図（５）

交通監視員

100m

① ② ③ ④

工事中

50
ｷﾛ

進入車両強制停止装置

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

50

50

追越禁止

60

追越禁止

80

追越禁止

（規制付）

（規制付）

ラバーコーン

10m間隔
ﾗﾊﾞ-ｺ-ﾝ
20m間隔 ﾗﾊﾞ-ｺ-ﾝ20m間隔

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（５）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

７９／８８



車線規制(昼夜連続)（走行車線） （１００㎞区間）

昼 夜 別

昼 夜 間 ２車線

標識車の標示項目

事工

速 度 落 せ

交通監視員Ａ１～Ａ６配置（別途検測）

赤色回転灯

減速

交通監視員

標識車

防護車両

減速

交通監視員 対策ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔 計9個

ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員

自発光警告灯

⑳

バックヤード　200m

ﾗﾊﾞ-ｺ-ﾝ 20m間隔
対策ヤード・フロントヤード　400m テーパー長

400m

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

ロボット誘導員

標識車

工事用看板

赤色回転灯

ワイヤレス式サイレン

進入車両強制停止装置

防護車両 現場乗込車両4ｔ車程度

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2ｔ

〇

⑦

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

⑮

100m

300ｍ先

右車線へ

500ｍ先 800ｍ先

右車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部自発光矢印板 20枚(20ｍ間隔)

路 肩

1500ｍ先

自発光矢印板 ５枚 走 行 車 線

ワイヤレス式サイレン

中央分離帯

夜間：ラバコン1本毎に自発光デリニェータを設置

⑥
追 越 車 線

規 制 車 線

上下線

100m 100m

⑪

100m 100m

⑩ ⑨

250m

車 線 数 上・下

走行規制

工事箇所に設置

施工箇所上流に設置

⑨〜

①〜⑥、⑧

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔でセンターラインを越えて設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「２００ｍ」「１００ｍ」「５０ｍ」に矢印板を置き

　  車線減少及び工事の予告を行う。

    (現地線形に応じて追加する。)

３．工事中区間が１㎞を超える場合には、１㎞につき１基ずつの割合で速度規制標識を設置する。

　　また、規制残延長をラバーコーンカバーにより表示する。

４．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

５．ロボット誘導員は、左手に旗をもって追越車線に誘導する。

６．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は、撤収する場合がある。

100m

⑫⑬⑭

工事箇所

縦断勾配・横断勾配の線形や交通管理施設の設置を考慮し、

工事箇所(１００ｍ以上)やテーパー部(４００ｍ)を設置することで、

現場状況に応じた適切な規制設置とする。
昼夜間用

交通規制図（６）

ライトアップ

昼
夜
連
続
規
制
中

250m

ライトアップライトアップライトアップ

昼
夜
連
続
規
制
中

右
車
線
へ

100m100m

ライトアップライトアップライトアップライトアップ

右
車
線
へ

ライトアップライトアップ

100m

⑯⑰⑱⑲
1500m

ライトアップ

※夜間全方位照明　1基/300ｍ毎

自発光デリニェータ含む

規制図参照

規制図参照

全方位照明設備

予告標識ライトアップ機材

〇

〇

400ｗメタルハライドランプ、又は同等品以上

７．夜間規制時は、テーパー終了部より３００ｍ毎に１基全方位照明を設置する。

８．防護車両については、工事個所の２０ｍ手前に設置する。

100m

ライトアップ

21

21

① ② ③ ④

工事中

50
ｷﾛ

進入車両強制停止装置

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

50

50

追越禁止

ライトアップ

60

追越禁止

80

追越禁止

（規制付）
（規制付）

９．案内標識は全て高輝度とする。

ラバーコーン

10ｍ間隔 ﾗﾊﾞ-ｺ-ﾝ 20m間隔

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（６）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

８０／８８



車線規制（昼夜連続）（島規制①）
交通規制図（７）

標識車の標示項目

事工

速 度 落 せ

標識車

ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員

自発光警告灯

ﾃｰﾊﾟｰ長

300ｍ先

右車線へ

500ｍ先 800ｍ先

右車線へ

1000ｍ先

路 肩

1500ｍ先

自発光矢印板 ５枚 走 行 車 線

中央分離帯

追 越 車 線

減速

交通監視員

進行方向

IC出口

50

追越禁止

60

追越禁止

（規制付）

減速

交通監視員 赤色回転灯

警戒車工事

箇所

減速

交通監視員

80 80

追越禁止

（１００㎞区間）

ランプの内部までラバコンを設置する

出口

本線

⑥

① ② ③ ④

工事中

50
ｷﾛ

進入車両強制停止装置

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

縦断勾配・横断勾配の線形や交通管理施設の設置を考慮し、

工事箇所(１００ｍ以上)やテーパー部(３００ｍ)を設置することで、

現場状況に応じた適切な規制設置とする。

ライトアップ
ライトアップ

ライトアップライトアップ

ライトアップ

ライトアップ
ライトアップ

ライトアップ

ライトアップライトアップ

ﾃｰﾊﾟｰ部自発光矢印板 20枚(20m間隔)

自発光矢印板4枚以上設置

※夜間全方位照明　1基/300ｍ毎

昼

夜

連

続

規

制

中

昼

夜

連

続

規

制

中

右

車

線

へ

右

車

線

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔（夜間：ラバコン1本毎に自発光デリニェータを設置）

工事箇所ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ10m間隔

（夜間：ラバコン1本毎に自発光デリニェータを設置）

⑳

400m

⑮

100m 100m 100m

⑪

100m 100m

⑩ ⑨

250m100m

⑫⑬⑭

250m100m100m100m

⑯⑰⑱⑲

100m

21

バックヤード

　　200m

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

ロボット誘導員

標識車

工事用看板

赤色回転灯

ワイヤレス式サイレン

進入車両強制停止装置

防護車両 現場乗込車両4ｔ車程度

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2ｔ

〇

⑦

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

工事箇所に設置

施工箇所上流に設置

⑨〜

①〜⑥、⑧

昼夜間用

自発光デリニェータ含む

規制図参照

規制図参照

全方位照明設備

予告標識ライトアップ機材

〇

〇

400ｗメタルハライドランプ、又は同等品以上

21

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔でセンターラインを越えて設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「２００ｍ」「１００ｍ」「５０ｍ」に矢印板を置き

    車線減少及び工事の予告を行う。

    (現地線形に応じて追加する。)

３．工事中区間が１㎞を超える場合には、１㎞につき１基ずつの割合で速度規制標識を設置する。

　　また、規制残延長をラバーコーンカバーにより表示する。

４．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

５．ロボット誘導員は、左手に旗をもって追越車線に誘導する。

６．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は、撤収する場合がある。

７．防護車両については、工事個所の２０ｍ手前に設置する。

交通監視員Ａ１～Ａ６配置（別途検測）

８．案内標識は全て高輝度とする。

（規制付）（規制付）

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（７）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

８１／８８



車線規制（昼夜連続）（島規制②）　
交通規制図（８）

標識車の標示項目

事工

速 度 落 せ

進行方向

IC入口

減速

交通監視員 赤色回転灯

警戒車工事

箇所
減速

交通監視員

バックヤード

　　200m

線形を配慮する

50

標識車

ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員

自発光警告灯

ﾃｰﾊﾟｰ長

400m

300ｍ先

右車線へ

500ｍ先 800ｍ先

右車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部自発光矢印板 20枚(20m間隔)

路 肩

1500ｍ先

自発光矢印板 ５枚 走 行 車 線

中央分離帯

追 越 車 線

100m 100m 100m 250m100m100m

減速

交通監視員

IC出口

50

追越禁止

60

追越禁止

（規制付）

減速

交通監視員 （規制付）

（規制付）（規制付）

（７０㎞区間）

出口

本線

こ

の

先

合

流

注

意

自発光矢印板4枚以上設置

ランプの内部までラバコンを設置する

70
昼

夜

連

続

規

制

中

250m

ライトアップ
ライトアップライトアップ

昼

夜

連

続

規

制

中

右

車

線

へ

右

車

線

へ

100m100m100m100m

ライトアップ

ライトアップ

ライトアップ

ライトアップ

ライトアップ
ライトアップ

ライトアップ
ライトアップ

ライトアップ

ライトアップ

ライトアップ

ライトアップ

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ20m間隔（夜間：ラバコン1本毎に自発光デリニェータを設置）

※夜間全方位照明　1基/300ｍ毎

⑥

① ② ③ ④

工事中

50
ｷﾛ

進入車両強制停止装置

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

ロボット誘導員

標識車

工事用看板

赤色回転灯

ワイヤレス式サイレン

進入車両強制停止装置

防護車両 現場乗込車両4ｔ車程度

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2ｔ

〇

⑦

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

工事箇所に設置

施工箇所上流に設置

⑨〜⑳

①〜⑥、⑧

昼夜間用

自発光デリニェータ含む

規制図参照

規制図参照

全方位照明設備

予告標識ライトアップ機材

〇

〇

400ｗメタルハライドランプ、又は同等品以上

縦断勾配・横断勾配の線形や交通管理施設の設置を考慮し、

工事箇所(１００ｍ以上)やテーパー部(３００ｍ)を設置することで、

現場状況に応じた適切な規制設置とする。

工事箇所ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ10m間隔

（夜間：ラバコン1本毎に自発光デリニェータを設置）

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔でセンターラインを越えて設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「２００ｍ」「１００ｍ」「５０ｍ」に矢印板を置き

    車線減少及び工事の予告を行う。

    (現地線形に応じて追加する。)

３．工事中区間が１㎞を超える場合には、１㎞につき１基ずつの割合で速度規制標識を設置する。

　　また、規制残延長をラバーコーンカバーにより表示する。

４．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

５．ロボット誘導員は、左手に旗をもって追越車線に誘導する。

６．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は、撤収する場合がある。

７．防護車両については、工事個所の２０ｍ手前に設置する。

交通監視員Ａ１～Ａ６配置（別途検測）

８．案内標識は全て高輝度とする。

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（８）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

８２／８８



IC-Ａランプ及びＣランプ-料金所前規制形態

Ｄランプ

Ｂランプ

Ａランプ

Ｃランプ

通行止規制　A

１．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は撤収する場合がある。
規制機材等区分表

項

ラバーコーン

矢印板

目 細 目

昼夜間用

区分

受注者  発注者

〇

〇

備考

自発光デリニェータ含む

①

LED看板 〇

２．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

〇看板(高輝度) ②③昼夜間用

①昼夜間用

② ③

３．案内標識は全て高輝度とする。

減速
自発光矢印板交通監視員

（規制付）

①

通行止規制Ａ

③②

通行止規制Ａ

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（９）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

交通規制図（９）

８３／８８



通行止規制　B（１）

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔で設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「追越禁止丸５０(ﾃｰﾊﾟｰ１００ｍ手前」の車線減少標識設置箇所及び

　  工事中標識設置箇所に矢印板を置き、車線減少及び工事の予告を行う。 (現地線形に応じて追加する。)

３．夜間規制時は、標識看板に照明を設置し、矢印板は自発光式とする。

　   ラバーコーンの自発光装置設置間隔は、工事区間４０ｍピッチを基本とする。その他は現地状況に応じて設置する。

４．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は撤収する場合がある。

５．ロボット誘導員は、左手に旗をもって追越車線に誘導する。

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

予告標識ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ機材

標識車

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇 2ｔ

〇

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

①〜⑫

規制図参照

昼夜間用

自発光デリニェータ含む

ロボット誘導員

標識車の標示項目

事工

速 度 落 せ

20：00～翌5：00

標識車

ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員

自発光警告灯

⑫

400m
ﾃｰﾊﾟｰ長

300m

⑦

100m

300ｍ先

右車線へ

500ｍ先 800ｍ先

右車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部自発光矢印板 20枚(20ｍ間隔)

路 肩

1500ｍ先

自発光矢印板 ５枚 走 行 車 線

中央分離帯
ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ 20m間隔(夜間：ラバコン1本毎に自発光デリニェータを設置)

追 越 車 線

100m 100m

③

100m 100m

② ①

250m100m

④⑤⑥

ライトアップ

こ
の
先
○
○
出
口

250m

ライトアップライトアップライトアップ

右
車
線
へ

100m100m

ライトアップライトアップライトアップライトアップ

右
車
線
へ

ライトアップライトアップ

100m

⑧⑨⑩⑪

100m

ライトアップ

閉
鎖

こ
の
先
○
○
出
口
閉
鎖

減速

交通監視員

進行方向

IC出口

ライトアップ

50

追越禁止

60

追越禁止

80

追越禁止

（規制付）

16:00～20：00

標識車

ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員

自発光警告灯

⑫

400m
ﾃｰﾊﾟｰ長

300m

⑦

100m

300ｍ先

右車線へ

500ｍ先 800ｍ先

右車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部自発光矢印板 20枚(20ｍ間隔)

路 肩

1500ｍ先

自発光矢印板 ５枚 走 行 車 線

中央分離帯

追 越 車 線

100m 100m

③

100m 100m

② ①

250m100m

④⑤⑥

ライトアップ

250m

ライトアップライトアップライトアップ

右
車
線
へ

100m100m

ライトアップライトアップライトアップライトアップ

右
車
線
へ

ライトアップライトアップ

100m

⑧⑨⑩⑪

100m

ライトアップ

減速

交通監視員

進行方向

IC出口

ライトアップ

50

追越禁止

60

追越禁止

80

追越禁止

（規制付）

施工箇所

６．案内標識は全て高輝度とする。

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（１０）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

交通規制図（１０）
８４／８８



通行止規制　B（２）

１．ラバーコーンは、２０ｍ間隔で設置する。

２．工事規制手前「５００ｍ」「３００ｍ」「追越禁止丸５０(ﾃｰﾊﾟｰ１００ｍ手前」の車線減少標識設置箇所及び

　  工事中標識設置箇所に矢印板を置き、車線減少及び工事の予告を行う。 (現地線形に応じて追加する。)

３．夜間規制時は、標識看板に照明を設置し、矢印板は自発光式とする。

　   ラバーコーンの自発光装置設置間隔は、工事区間４０ｍピッチを基本とする。その他は現地状況に応じて設置する。

４．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は撤収する場合がある。

５．ロボット誘導員は、右手に旗をもって走行車線に誘導する。

規制機材等区分表

項

規制標識

矢印板

ラバーコーン

自発光警告灯

予告標識ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ機材

標識車

目 細 目

テーパー及びテーパー先頭部

規制先頭部 〇

〇

〇 2ｔ

〇

区分

受注者 発注者

〇

〇

〇

備考

①〜⑫

規制図参照

昼夜間用

自発光デリニェータ含む

ロボット誘導員

標識車の標示項目

事工

速 度 落 せ

20：00～翌5：00

⑫

ﾃｰﾊﾟｰ長

400m

⑦

100m

300ｍ先 500ｍ先 800ｍ先 1000ｍ先

路 肩

1500ｍ先

走 行 車 線

中央分離帯

追 越 車 線

100m 100m

③

100m 100m

② ①

250m100m

④⑤⑥

ライトアップ

250m

ライトアップライトアップライトアップ

車

線

へ

100m100m

ライトアップライトアップライトアップライトアップ

車

線

へ

ライトアップライトアップ

100m

⑧⑨⑩⑪

100m

ライトアップ

こ
の
先

通
行
止
め

進行方向

IC出口

ライトアップ

50

追越禁止

60

追越禁止

80

追越禁止

標識車

ﾛﾎﾞｯﾄ誘導員

自発光警告灯

⑫

100m
ﾃｰﾊﾟｰ長

300m

⑦

100m

300ｍ先

左車線へ

500ｍ先 800ｍ先

左車線へ

1000ｍ先

ﾃｰﾊﾟｰ部　

ラバーコーン15本

自発光矢印板 16枚(20ｍ間隔)

路 肩

1500ｍ先

走 行 車 線

中央分離帯

追 越 車 線

100m 100m

③

100m 100m

② ①

250m100m

④⑤⑥

ライトアップ

250m

ライトアップライトアップライトアップ

左

車

線

へ

100m100m

ライトアップライトアップライトアップライトアップ

左

車

線

へ

ライトアップライトアップ

100m

⑧⑨⑩⑪

100m

ライトアップ

減速

交通監視員

進行方向

IC出口

ライトアップ

50

追越禁止

60

追越禁止

80

追越禁止

（規制付）

左車線へ 左車線へ

左左

こ
の
先

通

行
止
め

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ 20m間隔(夜間：ラバコン1本毎に自発光デリニェータを設置)

標識車
減速

交通監視員 （規制付）

ﾃｰﾊﾟｰ部　

ラバーコーン20本

自発光矢印板 21枚(20ｍ間隔)

施工箇所

16：00～20：00

６．案内標識は全て高輝度とする。

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（１１）

東日本高速道路株式会社　東北支社
 い　わ　き　管　理　事　務　所

交通規制図（１１）
８５／８８



規制機材等区分表

項

ラバーコーン

矢印板

目 細 目
区分

受注者  発注者

〇

備考

自発光デリニェータ含む

通行止規制　C

IC-Ａランプ及びＣランプ-料金所前規制形態

減速
自発光矢印板

交通監視員

Ｄランプ

Ｂランプ

Ａランプ

Ｃランプ

（規制付）

②

IC-Ａランプ及びＣランプ-料金所前規制形態

自発光矢印板

交通監視員

Ｄランプ

Ｂランプ

Ａランプ

Ｃランプ

（規制付）

減速

③

〇

昼夜間用

減速
自発光矢印板交通監視員

（規制付）

②

通行止規制Ａ
③

減速
自発光矢印板交通監視員

（規制付）

② ③

通行止規制Ａ

①

①

①

１．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は撤収する場合がある。

２．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

３．案内標識は全て高輝度とする。

通行止規制Ａ

② ③①

通行止規制Ａ

ＩＣ内プラザ

減速

交通誘導警備員B５（Y）
（検測）

減速

ＩＣ内プラザ

減速

交通誘導警備員B５（Y）
（検測）

減速

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（１２）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

交通規制図（１２）
８６／８８



規制機材等区分表

項

ラバーコーン

矢印板

目 細 目
区分

受注者 発注者

〇

〇

備考

自発光デリニェータ含む

通行止規制　D

いわき三和IC通行止め時-料金所前規制形態

Ｄランプ

Ｂランプ

Ａランプ

Ｃランプ

閉　鎖

閉　鎖

閉　鎖

閉　鎖

昼夜間用

自発光警告灯

交通監視員
（規制付）

施工箇所

※横断歩道から料金所側を施工

大熊IC・双葉IC通行止め時-料金所前規制形態

Ｄランプ

Ｂランプ

Ａランプ

Ｃランプ

閉　鎖

閉　鎖

閉　鎖

閉　鎖

自発光警告灯

交通監視員
（規制付）

※交通保安要員の配置人数：１＋１名

減速

交通誘導警備員Ｂ３（Ｙ）
（検測）

１．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は撤収する場合がある。

２．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

３．案内標識は全て高輝度とする。

減速

減速

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（１３）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

交通規制図（１３）

８７／８８



いわき三和IC-Ａランプ及びＣランプ-料金所前規制形態

減速
自発光矢印板交通監視員

※交通保安要員の配置人数：１＋１名

Ｄランプ

Ｂランプ

Ａランプ

Ｃランプ

※交通保安要員の配置人数：１+１名

Ｄランプ

Ｂランプ

Ａランプ

Ｃランプ

減速

交通誘導警備員Ｂ３（Ｙ）

減速

交通誘導警備員Ｂ３（Ｙ）

いわき三和IC-Bランプ及びDランプ-料金所前規制形態

閉　鎖

閉　鎖

閉　鎖

閉　鎖

いわき三和 IC A・C、B・Dランプ施工図

（検測）

（規制付）

（検測）

②

①

通行止規制Ａ

③

② ③

①
１．強風時は、看板類など倒れる恐れのある規制材は撤収する場合がある。

２．交通監視員の使用する旗は、『減速』の文字入りを使用する。

３．案内標識は全て高輝度とする。

通行止規制Ａ

常 磐 自 動 車 道
Ｒ７いわき管内舗装補修工事

図面の種類

　縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

交通規制図（１４）

東日本高速道路株式会社　東北支社

 い　わ　き　管　理　事　務　所

交通規制図（１４）

８８／８８


